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平成四年度秋田城跡調査概報訂正表

ページ イT 誤 正

凡例 下から 1行自 1/3である 1/4である

14 上から 4行自 S D1142 S A1142 

32 下から 8行自 第36図 第37図

32 下から 4行目 S A1180 S A1179 

34 上から 1行目 第38図 第39図

41 下から 3行目 須恵器(5--9) 須恵器(5--8)

45 下から 7行目 赤褐色土器(6 ) 赤褐色土器(7 ) 

49 下から13行目 東西1.2mXO.9m 東西1.2mX南北O.9m

51 下から 8・9行目 S D 1142 S A1142 

59 上から 7行自 12--15は。 13--15は
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序文

本年度は秋田市教育委員会が秋田城跡の発掘調査を開始

して、 20周年という記念すべき年に当たります。

平成4年度の発掘調査は、昨年度に引続き鵜ノ木地区南

点部および焼山地区水道局資材センター北側の 2箇所を対

象に実施しましたo

発鍋調査と並行して平成元年度から実施しております環

焼整備すE業は本年度環境復原の一環として古代木の実闘の

造成を行っております。

毛:k回城跡発掘調査事業も20周年を迎えましたが、この問、

秋田繊の中心であります政庁跡や外郭の築地塀、漆紙文占、

木簡などJ7古学、古代史研究の通説をくつがえすような学

術的価値のきわめて高い遺構、造物の発見等めざましい成

果を上げることができました。

このような成果をあげることができましたのも文化庁、

宵城県多賀威跡調査研究所、秋田県教育委員会をはじめと

する話機関、諸先生のご指導、ご協力の賜物と点心より深

く感謝巾し tげます。

ヂJ&:5年 3月

秋田市教育委員会

教育長長門仲 ー
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例 言

1.本報告、作の執官、編集は、小伝正夫、日野久、後下秀博、伊藤武士があたった。

2.遺物の;t!測、 トーレスは、小松、日野、松下、伊藤の他、補助員の鈴木制下、桑原愛子、土田

ミエ、官樫キヨ子があたった。

3.遺締写点は日野、伊藤、遺物写真は日野があたった。

4. 弁戸出上の動物遺体の鑑定及び執第は、国立歴史民俗博物館助教授西本銀弘氏にお願いした。

5.出土鉄製品の鋪取りについては、東北歴史資料館の協力を得た。

6. 発掘調査では上記の他に、 以下の方々、及び関係機関からの指母、助宮を1~}た。 記して感謝し

たい。

新野直占、岡田茂弘、 渡辺定夫、進藤・秋輝、細見啓三、 牛川喜幸、 今;~隣雌、 林謙作、 熊悶克

介、大川市、村凶先一、佐燦敏幸、問中哲雄、西岡健彦、文化庁記念物謀、|吋立雌史民俗博物

館、 1主・滅9，~教育委員会、 東北歴史資料館、多賀城跡調査研究所、 秩四県教行香員会、秋凹県長E

蔵文化財セソタ ー、(敬称略・順不同)

凡例

遺物

1 .土踏断面を尽く主主りつぶしたのが須恵器、中世陶器である。

2. 土器・の性絡の相違は、下記のスク リーソ トーソで表現した。

. . . . .黒色処理
温和開聞鴨

漆?等協

鰭滋議転月j硯

3.調整技術、切り離 しでssの4即日は下記の如くである。

0回転ケズ リは、ケズリ調終と記載。回転以外の調整はその都度別記。

Oロク ロ等広い芯;15転の何転を利用したカキ目調整は、回転利用のカキ日制鞄と記載。

0切り離し、粘 i二組、タタキ痕跡等、成形時痕跡の消滅を目的としない経度な加I抗i調寺住民跡は、

「怪い」調整と記彼。

0突凱!J図、写真図版の縮尺は、特記のあるもの以外はすべて 1/3である。

0第39次 .tn54次出土木製品の実訊.11図、写真図版の縮尺については、特記のあるもの以外はすべ

て1/3である。
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I 調査の計画

平成4'.ド!庄の秋田成跡発掘調査は、節目次、第59次調伐を実施した。

先制訓任事業費は総事業'l~ (本体制)1，500万円のうち、i吋/!II補助額750万円(50%)、県佐補助制

375ノ;111(25%)、市費負担額375万11J(25%)となっている。

ぷ1 丘I~h出iは下記の表 1 のように立案した。

10 発掘調査計岡

調(i次数 調 査 地 区 発掘面割削(坪) 調査 F定則1m

部 58 次 鵜ノ木地区I匂~ミ ffll 1， OOOm' (303) 4月lon.......7)13111 

都 59 次 焼山地区中央部 1， OOOm' (303) 8月1十1.......10)J3111

2， OOOm' (606) 

子成4年度は秋田城跡第五次5ヶ年計画の初年度にあたり 、前年次の後を受け、引き続き鵜ノ木

地lベ建物8下の性絡と変遷を191らかにすること、新たに焼山地!天へ訓伐を転閲していくことに1fili，を

悦いた調布年次となっている。

fキ次数の調ff.FI的と成民の概要は以下のようになる。

抑58次訓fEは、昭和48年以降継続して凋丘を実路している鵜ノ木地区点南部、前年度担157次IlA'Hi

I也の北側、*側の隣接地を対匁とした。この地区では多数の扮liv:村:ill物跡併を検出しており、 liiJ'.ド

l立に統きその*側への遺構のjぷがりを;u求することと、同地慌のill憐併の性絡 ・変遷を究明するこ

とを 11((.)に実Bをした。

.i1~ n:の結果、銀立往生E物跡7際、暫穴住居跡13軒、井戸跡134の他、柱列l、務跡、上横'1fi11;代及

び'1'11その多数の遺構を検出し、川地lベ点側における遺構の範聞を鉱認するとともに遺憐鮮のII，~WJ的

変涯を把幽するうえで屯要な資料を1!}た。また、東側調fit{で Ilj代から中世にかけての部地跡と噴き

地跡を検出したf也、西側i調1f.ri<:では鵜ノ木地区南部の・IlhjをT(llhjする1>(11同施設を縫認するなど従米

にない新たな成果も1!}た。

m59次凋貨は政庁跡から同I"Jに令:るlベ域である焼山地l夜中央部を対象とした。このJ也lべでは北側

の抗21l'k.J.'4丘で樹立柱建物跡ゃ、思火{1:1，1;跡を検出しており、そのl旬.側、小央部におけるA械の広

がりを究明するこ とを日的に完結した

，州fiの結果、重複する4li!な本lJJ!物跡 3d1(、竪穴住居跡 l軒、焼 1:遺憐 1基を検出し、中央部の遺

怖のイ，:(_fをñ{~認しその利JII状況を知ることができた。

ヂl反4'.!'-JS{の発掘調代実施状況はド，tGR2のようになっている。
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炎2 発掘調査実施状況

調査次数 調 fi. 地 区 発掘面積附(坪) 調査実施期間

m 58 次 鵜ノ木地区南東部l 1， 340m' (406) 4月10日---10月811

加 59 次 焼山地区中央部 462m'(140) 9月18日---11月17H

計 1，802m' (546) 

8月 1日に第58次調査の現地説明会を開催し、 120名の参加おをf.Q.た。

II 第 58次発掘調査

1 ) 調査経過

部58次は鵜ノ木地区南東部を対象に、平成4年4月10日から10月8日まで実施した。発掘調査面

積は1340m'(406坪)である。

調査地の位置する鵜ノ木地区は、昭和48年以降継続して調査を実施している区域であり、周辺か

らは規則的配置に基づく銅立性他物跡群、 「天平六年月Jや r(天平)勝宝五年Jの紀年銘のある木
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簡を出上したJt戸跡等、多数の遺構

が検出されている。

調査区は前年度調!f.地(第57次調

査)の北側及び*側の隣畿地である。

旧畑地で西側と点側に大別され、西

側が向く点側が一段下がり、湿地

(通称雨池)へ傾斜していく地形となっ

ている。前年度第57次調査では、掘

立柱建物跡、竪穴住居跡が検出され、

中世の遺構の存花も指摘されている。

第58次調査は前年度に引き続き、こ

の地域おける遺構の広がりを追求し、

同地医の遺構併の性絡、変造等を究

I列することを U的として実節した。

西側よりJ<I:除去作業を開始した。
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召使土は浅く 、両側の一段低位の部分では土取りにより包含府さらにローム面も削干されていた(4月

14 R.......16A)。

調査区西側から炎上及び第2陪褐色上を除去しながらローム面でm備を検出していった。ローム

面では、SB 1146、1147、SK1189、S11153、SA1179・1180、S11136・1137(第57次で一部

検出)を検出した。また虫館関係でSK1189、S11153より新しく調査区を市北に走る S01142を

検出し、その約ff:た淑1Iを行った。締は埋土の状況から立体的区画施設ののI掘り締とJ'iえられたが、

明確な柱瓜跡':!tは認められなかった(4月17日.......5月13日)。

一段低く、縦地へ統くよ.R:側調tt地の友土を除去しながらローム面で遺構を検出した。その医域で

S K1191、1192、SE 1168、住居跡状落ち込み等を検出した(5月1511.......2011)。

.!tミ側ぷItffl足1旬、側主、前年度の未調査地区であり、表土はほぼ除去されていた。この区域はぷ士下

がロームl耐ではなく 、|府側色七の遺構商を精査していった。SE 1166、1167、1169、S01186、S

B1150、SX 1202.......1205焼 t遺備、 SK1194.......1196等を検出した他、中央図寄りで多数の小ピット

状の掘り )j併を検出した。井戸跡群を掘り下げ精査したところ、SE1166は木組のJTri粋を持つ井

戸跡と判明した(5川21n.......6月3日)。検討の結果、東側調査区南半の陪褐色七削は、中lItの遺物包

合肘であり、 ill械訴は中肢のものと判断された。また更に下陪に遺物包合肘がイF復することが判明

した。 *側~J宅Iベ k府遺構の写点.般影及び遣り方を設位しての平副実測を~J.iした。 またそれと並

行して、西側調査rx:では住居跡群の掘り下げと精査を行った(6月4R .......1511)。

凶側調的べでは、 S11137の北側から調査区北辺にかけて、褐色 tの浴ち込みが辿統しており、
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m点的に精査を行っていった。その結果、 S11157、1158、1162の住居跡を検出し、掘り下げて精

丘した。一方、L1 -... L K -58-"'59のグリッドにそれらと盤慌し、更に下宿となり古いと考えられ

る滋ち込みが検出された。また北辺付近でS11163の一部を検出したため、調査区を拡張して全容

を把射し精査した。J;巨似|刷，1ff.1X.では、焼土遺構群と土身障の扱1Iり下げ、 SB 1150の掘り方断ちWIJりを

行った。焼上遺構樽の炭化物内より砂鉄が採集されたが、鉄伸、フイゴ等は出土せず遺構の性給付

けはできなかった。

両側調査区では、 SA1179、SB 1146、1147の掘り方断ち割りを行った他、 S11153南側に検出

された掘り万を精査し、 SB 1148とした。東側調査区では、 LB-... L E -50-...53のグリ ッドにおい

て、西側の中t笠造機面から辿統しj手く堆積していく鯖褐色上の整地陪を除去し、下府の包合間を追

求していくこととした(6月26f1-...7月1日)。暗褐色土とその1((下の黒色土居を除去したところ、肘

内より珠洲系中世陶器、・'{r磁腕等が出土し、中世の整地附であることが縫認された。監地雨下より

柄地跡と考えられるスクモ府を検出した。スクモ陪を除去していったところ、スクモ肘内より(n(転

糸切り無調整の赤褐色土捺亦が出 tし、古代以降の権部肘であることが確認された。調査区点辺に

おいて、中世整地土より掘り込まれる SEl171、1172を検出し、掘 り下げを開始した(7月2日-13

rI)。東側調査区北部で住民・跡状浴ち込みを精査し、 S1 1154-...1156の3肝の重複する住括跡を検

出した他、重複する井戸跡SE 1174、1175を検出し掘り下げた。南東部ではSEl172のプラソ検出

のための凋査区を拡張-した他、SE 1171埋土より牛骨が111I二したため、パイソダーで同定し取り上

げた。l匂凶音11では中|止鞍地肘を除去し、古代整地肘 tのir.t械を制査し、SE1l76を検出した。州側

調ff.1買では全対写真殿影を行った(7月14日-...29日)。東側調査l正では、 LB -... L E -50"""53グリ ッ

ドで上肘スクモ府下の灰賀補色 H1の除去を開始し、肘内出土遺物より古代整地肘であることを縫

認した。その整地府下より下防スクモ府の広がりを倹出した。また、掛り下げていたSE 1176底部

より井戸枠と万形曲物のJt筒が出七した。西側調査区では、遺脱全体の平面実測を行った(7月30日

.......8JJ 11 R)。この間 8月1円に現地説明会を開催し、 120名の参加おを得た。

*側 Iø.~t正区中央部から北部にかけて占代整地層上の堆般ヒ除去作業を行い、 S 11164、SB 1149 

を検出した。また、周辺の小ピ ット鮮の蛸査検討を行い、 SB 1151 、 1152を検出した。 ~Ii側訓ff.区

では、L1 -... L K -58-"'59グリ ッドの住居跡状滋ち込みを紡査し、新しいものから S11159、1160、

1161、1165と複雑に霊躍するIl;Jo跡を検出した他、 S11162点側に住ダIJS A1l81の一部を検出した

(8月 12 臼 .......9月3 日 )。 東側凋住区では n~遺構全体の平而実測を行った。 西側調査区では、北京都

の住居跡群の掘り下げ後の床而精査や実測、写真綴影を行った(9月3日.......11日)。全滅の調査にめど

がついたため、調査区全体の航空告写真服影を行い(9月16R)、全j;e写真船影とグリ ッドごとに制査

区のよu阿南北の壁の~ðlIJ、写真如彩も行った (9月 16 日 .......24 fl )。作業の主体を第59次訓弁.に移した

後、補足調1Eを行った。 ド府スクモ闘の堆樹状況把鋸のためのトレソチを 3ケ所に設定し、抗11り下

げた。また、S11156床而の七機状浴ち込みの精査を行い、 SE 1177、1178を検出した。その際S
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<<銅飼量区 S1;i'ラインベ.:.1.

37m∞" 

36m∞-

， 

' 

35m∞ 

司E鱒鋼.，区.:t2東牢

ー占6m80

-36m∞ 

-35m∞ 

-33m∞ 

40m∞ー
西側鯛.l:1lS 153ライ J ベルト

明4鴎 第58次測量E土層断面図

-7・8-

司E測調1i区車曳膚宇

中佐官~~稽

占代箆地場

ス 7~冒

鑓鶴 間土f腐食しと地山錨土暢

級協後 #内層{池山情土樋}

， I 100 

-i ，. 岨. 

-38m∞ 

-37mOO 

40m∞ 
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S K1201とした。 補足調査分の~扱1I 、 勺f.日ぬ影を行い、 10月 8E 1176*側に 1:繍の(f:伐を確認し、

口に凋ftを終 fした

検出遺稿と出土遺物2) 

(抗5図 ・図版3)S B 1150掘立柱建物跡

J品代lベ*側中l吐整地附 J:で検出した梁間 2問(2.4m+2.4m)、桁行41111(2.4m +2.4 m +2.4 m + 

2.4 m)の総柱*阿憾の制¥1.性建物跡である。建物方位は、梁間が北で約9度内.に綴れる}j向となる。

ト;

。B 

④ 
。
ー
p、

《

y

g
!
の

一λ
 

。

ω吋
ヨ

由

S
I
l
o-

¥C! 

37m40- A' 

37m40- B' B-

1 : 100 

S B 1150!~立件=.ill物跡部 5図

-』三~

S B 1150熔立柱建物跡出上造物

-9-
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部6図



性掘り }H主、直径50cmの円形で傑

さlO.......3Ocm、直径約20cmの持瓜跡が

認められる。東側の掛り }jは削平に

より技くなっている。だII上は褐色上

がl:体をなす。

S B 1150出土遺物 (第6凶 .1>4版30)

須恵器:鍋り方埋上からIilJ:の~{

忠誠~1t付与不である。 ヘ ラ 切り後悔で

，~'4殺を臨す。 底部は脱に転)IJ。

S B 1151掘立柱建物跡 (却7凶 ・凶

版2)

訓i年l正*側中世整地肘 1:で検11¥し

た泌WI21:11(2.4 m +2.4 m)、桁行4

1I:j(2.4 m +2.4 m +2.7 m)のIY'I北棟、

総件:の樹立柱建物跡である。ill物)j

位は桁行が北で約9度州に振れる )j

~'J となる。 住長11 りブ1は凶HHt'.}4Ocmの

(1 JJ惨である。SB 1152と爪似し、こ

れより新しい。SB 1152に対し、ほ

ぽ1.. 1製燃で位院と )i(立をずらし、 ill

て符えが行われている。SX 1202、

1205と弔臨し、これらの焼J:遺構よ

り，ljl"、。

S B 1152掘立柱建物跡 (第7凶 ・凶

版2)

ト1115 

-

。

。

@ 

炉
。 1 1創3

第 7図 S B 1151・SB 1152縄立伎挫物跡

~f~- ぢ'てーご .--~鴫

ヒJJJ:?k
---. .... ~ヘ\、/

/?jN1F1W司

第 8図 S B 1152似立柱主主物跡出土遺物

S B 1151と屯複し、これより山い。提r:日2悶(2.4m +2.4 m)、桁行4間(l.8m+1.6m +1.8m 

+1.8m)の市北棟、総性の樹立fl:ill物跡である。建物}j枕は桁行が北で約 7J立西に桜れる )j(i'Jと

なる。性侃り万は直任約40cmの門形である。SX1204、1205と直慌し、これらより 81"、。

S B 1152出土遺物 (抑8凶 ・lズ|版30)

中世陶器 本建物凶桁に隣後する小銅り万から山上した'1'1":陶際艶の休部下端である。桁、総杵

筋としての組み合わせが不IIf能な多数の小掘り }jが倹11¥されているが、その一つから11¥1:したもの

-10-



で、 S81152建物跡がIÎ~Fl. irl~で

のillて符えと考えれば最も建物

のH年期に近い遺物と パーえる。

S 81146掘立柱建物跡 wml刈・

凶版4)

，Lf，'41乍t(州側で検出した提11:12 

m)(3.3m +3.3m)、桁行21:11以

上(3.0m +…)の東阿僚の長I!ο:

純生I!物跡である。W:P4桁行は削

ヂにより {確認されない。淡111)'"

~との村:の品II り万は、 S 11153に

削ヂされ不明である。建物}j位

は泌1::)が北で約4度*へ振れる

)j(:'Jとなる。住掘り )jは1.1m 

x 1.0.......1.2mの}J形で深さ4C比m、

1((作.約50cmの柱痕跡が認められ

る。]llt1二は樹色 lーが主体をなす。

S B 1147とif¥:砲し、これと l.iJ鋭

艇のill物であり 、建て符えが行

われたと ηえられるが、新111関

係は不明である。S11153、S

K 1189とも飛距し、それらより

。・L
v

a
h
u
 

S B 1146出土遺物 (抑10凶 ・

凶版30)

須恵器:抗dり万埋jニから/111: 

した~l必総長野i壷底ffi~である

S B 1147抱立柱建物跡 (部9凶・

凶版4)

S 81146と且直し、位i;/~的に

は~t't.fりにillてられているが、

⑧ 

S 1 115a 

• 

1 1∞ 

二C
A- 39m80-A' 

B- 39m80-B・

c- 39 01 80-C' 

m9凶 S 81146・SB 1147州立柱挫物跡 ・SA 1180純子1)跡

-11-



削平され不明である。 建物万位は捺1::1が~tで約 3 度同へ振れ

新旧関係は不明である。梁間12問(3.3m+3.3m)、桁行21:11

以上(3.3m+・・)の点同線のぬ!立性建物跡である。*州桁行

は削平により舷認されない。束梁のly4.lU隅怜は、S11153に

し 1.
1

' r 
る方向となる。院側り }jは1.2---1.4 m x 1.2---1.4 mの)j形で、 第10図 S B 1146t~立柱建物111 t遺物

深さ40-5Ocm、凶作.約50cmの性瓜跡が認められる。均 1:は梢色土が主体をなす。S11153、SA

1180と重悔しそれらより占L、。

S B 1148掘立柱建物跡 (第11T4.凶版1)

調査区西側で検HIした梁間21l:)(3.0m+3.0m)、桁行2間以上(2.1m+2.1m+ 一)の南北棟の州

立住建物跡である。建物方位は桁行が北で約6度同へ撮れるJJ向となる。抑制り万は0.6-1.0mx 

0.8mの万形で深さ20-80cm、削平によりかなり浅いものが多く 、柱瓜跡はlりJ6在でない。開 1:は制

色土が主体をなす S 11153と，f(政しこれより 古い。

S 81149掘立柱建物跡 (第12関 ・閃版6)

i調査区*側で検出した梁間 2IHJ(2.7m+2.7m)、桁行4111J(2.7m+2.7m +2.7m +2.7m)の耐北

。
ー

∞
-

S I 1153 

に

、
山
ド

ω由ヨ
0
0
l

∞-

_A 

1<1 
39m∞-A 

多多
部IIJ:gJ S 81148t~.lZ性他物跡 : 勺‘∞

事I!のぬi立住ill物跡である。 建物万位は、 桁行が北でが~5 度阿へ振れる )ï向となる。 柱』怒り )ïは 1((任

- 12-
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ー-lIA'

1 1(加

!の

。m

ぉ
.

人

出121χ1 S B Jl49lbl立柱ill物跡

O.8-1.2mの円形で、泌さ20--9Ocm、1((任3()cmの柱痕跡が認められる *桁の柱鋸り }jは削ヂによ

り抜くなっている。埋 1:は砂JtI~制色料 1:と浅黄色粘 1 : 、 制色 J:が 1 :体となり 、 版築が191係;である

S [ 115-1、1155、1156と，[(臨し、S1 1154より新しく 、S1 1155、1156よりも山-ぃ。また、SI 

1161]と爪;似しこれよりも ，1，い。

S I 1153竪穴住居跡 (節13(;;<1・凶版7)

I~'~ 伐|バ:両側で検IHされた。 ヂ I(li}~f主点州5 . 8 m X I省北6. 5 m の Iti北にiれ、j毛 )j形で、 長~h)jI:'Jは北

-13ー



で約 6 度同に偏している。 各辺に 3 本のI~(径50--8Ocmの円形もしくは精円形の扱11 り方が伴うが、州

jJJを除き必ずしも胤UIJ的な配i町ではない。カマドはイr:1Eせず、他の住民跡とは性物を異にするill桝

とJ7えられる。fl:}，J}I笠は向いffii分で40cmを計る。SB 1146、SB 1147、SK1189、S01187、SO

S 01142と市甑し、SB 1146、SB 1147、SK1189より新しく 、S01187、S01142より市い

:.. 
39n¥ωー

t : 60 2m 

部13似I S 1 1153惨eiに(i:J，';.跡
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(第14凶 ・向版7)S 11154竪穴住居跡

ふIHi区東側で3軒住民跡が低倒して検出された中で、位も .ljい。半面形は、東壁が削'flされてお

り不明であるが、東丙2.0m以上XI有;t7.8mの南北に長い長)j}診である。西壁は北で約6度阿に師

S 1 S 11155、S B 1149、カマドは認められなし、。削、子により住居・Haりま15cmと浅い。している。

唱J
2(5-205) 怖 5-207) 

S K1l92と近距 し、それらより .lj¥，、。1156、
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F坊に _，)

同個

S 1 1154・S11155・S1 1 1 56駁穴住}，~.~;出土遺物
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S 11155竪穴住居跡 (第14凶 ・凶版7)

半面J移はuH霊が削->y-されており不明であるが、*両2.7m以 I'.x，ij~t3 . 4 m の南北に長いJ~)j形で

ある。 州唱はほぼ点北を向く 。カマドは認められない。1l:J.';.H!;は30cmをJf・る。 SB 1149、S1 1154 

S 11156と根政 し、SB 11'19、S11154より新しく 、S11156より 8ぃ。

S 11156竪穴住居跡 (第14凶 ・同版7)

ヂ'M形は、*'涯が削平されており不明であるが、3点反阿3.5m以 l上:X，陶拘u北t7.5mの陶u北tlにこjれ、jμ占)j形

である 内i'概Rは北で約6度附に{畑ωしている。t管笠直卜:.にこ1凶0.......30ωcmのj川JA川'，j杭i

3 )，以'占Eを{作下う。カマドはt偲められない。11陀l主:/，1叫肘4ぜq噌笹はi尚匂い部分で40ωcmを"十る S B 1149仏、S 1115臼4、S 1 

1日15臼5、と，f(彼し、それらより新しい。

S 1 1154 -1156出土遺物 (抗1St刈・凶版30)

1.......5は虚偽1が不'91な段附でl取り 1'.げており 、 .ffli新しいピ y ト等のitI物が混入していると ηえ

られる 6....... 11は S I 1156と lì(，:~， してからの泣物で、 7 、 9 、 11 は床面である

須恵器(1 ....... 3・6.......8・10・11): 1、6、7はへう切り織で..1'4牧の午、2は台H1;fである 3、

8は品、10は横瓶、11は聾である

縄文土器(4):胎 1:に砂粒を多:，:.1こiIt人した上器である

磁(5) :色調が前総色のJHJ

イヒ文腕である。

硯(9 ) :脚部に縦)jl:'Jの枕線

と透しのある円両院である

S 1 1157竪穴住居跡 (抗16l:4. 

M版8・11)

l例代lぷ州側で検11'，された。 ヂ

， (， i)杉は 、 w・ 1怪が削平ーされて，，~，りj

であるが、制柱の(，1.ir，~からは 、

京州2.8mx ，匂~t3 . 0m のほぼ )j

形である 阿峨は北で約121主内

にIktlしている 樫，l(ト}こ何回、

22cmの).'.jt，Vjが巡る。問問にはれ

ぬ!り )i;を伴う 。 カマドの ~h、 州

.ili:ffliは，itめられないが、削、ドさ

れた*'，1;，拘"がりに赤褐色 lてお~t事、

‘ -
_" 

守~
o 

。1) IQ) ". 

、A
1.

u
ち

3
9
4
1
d

'，¥¥¥1¥、t約_¥

1 : 60 2m 

部16似I S 1 1157較火佐!足跡
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SA カマド跡と考えられる。住:J.!i・!立はlfGいところで20cmを，.1-る。現を倒なして立脚としており 、

1182と坑慨しこれより新しい。

(抗17凶 ・閃版31)S I 1157出土遺物

8はカマド出 1:である7、4、2、9ははlI'lI、6、5、3、1、

2は鉄鉢を脱した鉢で、外roiド、ドを絞euまで須恵器(l・2): 1はへラ切り無調整の界である。

ケズリ 1~~ 1i'~ 、 内lI'1iはヘラ織で調教を施す。

∞l
'
 

::0 

()" " @ 

赤褐色土器(3-...8):3、4、

3は体ffllド端にケ

5は切り:.1tし

6は糸切り、

ズリ訓'!I!そをJ.iI!iす。

カマド立l肉l

に{定川された鉢である。外1Mド

7は、1，191である。

、I': ~iíに航・似の H，ÿ.ちケズリ訓幣.

に縦{なの F持ちケズリ，凋9院を市;

分的に絡す。内I{liLI蝕泌は倣{な

710州民カマド支

る。 外IfIiは 1: 、r二 fflí~(、kのカキ 11 、

ド、ド却は、円tタタキし、その後

脚に{史川された )l氏以II!，~鑓であ

8は、を施す。

3Hm60-A 
Aー1: 'I':t:iiは1"1転手1I川の

ド、I':fflilこは瓜

状のγサH決跡がdめられる。

慢でJ'H貨をぬし、

のカキ 11、

;1:60  

S 1 J 1 58';~火 (i:}，1;'跡

鉄製品(9) : J) (-で集部には

水口調iが伐る。

〆~当三デ区、

部18凶

(都181刈・S I 1158竪穴住居跡

凶版8)

I~I n:T(I'可側で倹/l¥
1 ( 5 -224) 

¥一ιヲグ
された。 杓fliJ移は、

!-U，:tが削、ドされてお

り不明であるが、*

何2.8m以上 XIむ北

5-227 
Sll158後火{主肘跡HlI:jfi物

-19-

第19図

3，2mのほぼ )j形で

州.~~はJtでがjある
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11皮肉に偏している。1空白

(節目

ドに制15~2Ocmのj司榔がiliS

れない。{主防畦は高い部分

S 1 1161と呪腹し、それら

カマドは認めら

る。北阿、l有凶隅に住扱IIり

で25cmを.nる。S11137、

より新しい。

S 1 1158出土遺物

)j;を伴う。

o:l. |刈 ・凶版31)

1 : 60 

p、，
o 

m20図 S 1 115時火0:肘跡 l 
須恵器(1・2): 1はヘラ切り慢でふ14'!i'iを値したtfである。 2はよ主である。

3は4ははtui、2、

Jil[ 1:111 1:である。

赤褐色土器(3・8): 3 は糸切り 、加面が荒れ、調整の1;無は"，~ rVJo 4は糸切り無，1則被の椀であ

る。

(郡201刈・凶版9)S 1 1159竪穴住居跡

，品，'4t+tlメ:州側で3事HI:J，';'跡が，r(卸して検1I1された，"でJLi:も新しし、。 、ドl(rIJ移は、*阿3. 5 m x I~J ~t3 . 5 

m の )j}杉である。 州I:，t;は北でが:)1 1 11:阿に II~ している。 IHI担と lýj点制却に l:臓が重臨し、(l;I，I}峨が不

全体に向IJ'ドされており 、 0:1，';'慢は尚ぃ fff~分でも 18cmと技カマトは不明であるlリJ6tとなっている

S 1 1161と飛臨し、それらより新しいS 1 1160、L、

(抗21・221刈・凶版9・11)S 1 1160竪穴住居跡

ヂI(ri}移は、*"可5.0m X lyUt5. 8 mのけj北に長いj長)j}移である。jの'qh)jl合iは北で約 61立IJyにIIIIIして

いる。北州、 l釘州隅に十t扱11り)jを{下うが、*側は..K検11¥である。カマドはI有!笠*待りに1桁1:で榊築

S 1 1161、S 11165と市政し、S 1 1161、住民!l，1;は，fJiいJ節分で双)Cmを，n-る。 S1 1159、主れている

S 11159よりo'iい。 S1 1161との引終UlIl分に焼 1:臓を 3法検出したが、どちS 1 1165より新しく 、

らに作うものかは不明である

(前2 1 ・ 221刈 ・ l刈~9 ・ 11 )S 1 1161竪穴住居跡

S 11160に l~rJ 、|λ され 、 北、|ぺ分は問mのみiliイ，:し 、点l快』えび*側).'.'l ft'ヰ もりたわれている。S 1 1158、

ヂI{rjJf}は点州3.8mx lýj~t6 . 8m の IÝi北にj長い長 )j}杉である。 j毛制h hr:'jは北でが~5 1立州に{I，dする。峨

カマドは*'豊中央に紡 1:とヂκを補強材として{変川し悦築されて

-20-

1(( ドに制12~3Ocmの阿部が巡る
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いるが、北側、1':分はS 1 1160により

{I:J，，}H，tは尚いffll分

1.......5はS 1 1159、

(第24凶・

SI1158、S11159、

6 • 7はS1 

Sll160と.f(従しそれらより市い。

S 1 1159-1161出土遺物

依峻されている

で3c比mを..tる

凶版32)

A
 

ハu
qr-m

 

un
 

q
J
 

跡

ー
∞

ド

マ

0
1
1
カn
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F
O
 

r
j

S

A

 

ω申ヨ
N
C
1
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8はS 1 1161のそれぞれ聞と

9 は 11:1，';'跡か併か lì{~~でから1111:、

1160、

きない。

1 : 30 6、須恵器(1• 2・6・7): 1、

部22以|7 はヘヲ切り 1&:料い撫で，~'.Ji絡を施す。

6は庇1は政調iに「陥!と号えられるJ枝々がある。

却をややていねいな織で，州移.の後に幅 3mmねの太さ

のヘヲ.it!り・を!-¥';r.uの制いっぱいにー直線に施してい

2は憾IリJIIIlとJJえられる。る

スス

状鋭化物が内外I(liに H~"'í していることから侍tlVI皿と

土師器(3): H~ねのミニ z チュア 1:掠で、

Q 

.、

-s 

1 : 30 

-. .一
一--・一一A・・・

与えられる
("l 「ヲ

5は{本t:uド、1':に斜め)j(:，)の手持ちケズりわれる鉢、

iJ，'4整をぬした鉢である )8は糸切りで挺而が荒れて

いるためIJ，'~恨の イi賞授は-1"りjである。 憾rVl lIllに使川し

たと，1.!.lわれる 3

砥石(9) :緋色i疑似行制の低イiである。

(第25・26lJ<l. 1刈版10・11)S 1 1162竪穴住居跡

，~4 ff.1，{州slIJ北辺部で検111され、北慢の-fmは未検

以内5.5mx市北5.4mのほぼ)j形である11¥である

両t夜、街l空の，((下に何l¥tIま北で約51広州へ(lr.する
ω村

山

3
N
C
l
n
.

丙墜I有怒りに位!biり)jと帆10--2Ocmの!仙

() 

S I 1161カマド跡第231χl

炭化物 .tx1t~Hが ~'I' して.1ft! 1:を罷っている節分

-22-

が検111 された。 力マトは，HH.~*'1.fりに泌色上混じり



ミ~

11:1 ， ... 

2:~4 1 

実¥てロ5一点-fllJ。9(5 2:~6l 
抑制lヌ1 S 1 1159・S1 1160・S111611}f火山1，1;・跡1111..遺物

の料i1 :により情築されていたと考えられるが、 円IJ 、ドにより 、 拘Ii ~il 、 州li.ìli "'~Iとも itiイ(状況が思い。 (1:

}，'fl:，~f;t.，': :j い~iI分で50cmを ，汁る。 S 11165、SD1l88とポ砲し、S1 1165より新しく 、SD1l88より

Iljl，、。

S 11162出土遺物 <m27凶 ・凶版33)

I、3.......5、15、22、23ははl白人 2、18はカマド、6、20ははIfII1..の劫IIり)j、その他は.l!1l1:の11¥

tである。

須恵器(1 .......18) : 1 .......12はすべてへラ切り後に撫で調整がぬされている 3は下11，泌不能、5~ま体

郡に r::J、氏却に f(:J、7、8、10は民部にそれぞれ flf{J、 r .'1' J、 r .'f IのおJ?がある

また、 4、9、11、12は内外に付行する鋭化物から符IUJIIIlと行えられる 13は糸切り無，崎教の係で

ある 14は縦'it除状のツマミ 、15.......17は川、ドなツマミである

-23-
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1 : 60 O 

S l 11 62号外~ {UI:'跡 ・ S D 1188I品納:あ251刈

土師器(18):内外 1(11.'.1.\色処.P11•をぬしたロクロ使JIJの占主である

20は器lruが赤褐色土器(19、22): 191主体調;ド端をケズリ凋然、 itflUに子持ちケズリi'.L'H告をぬす

21はへラ切りの小明不で、内外I(lIに多l，lに炭化物が付J守してい抗れているため，W4牧はがIIJJである

2"、25は鉄鍬である

ることからt'{~II)JIIILと与えられる

鉄製品(23、25): 231:t:少し品い、か、鉄挺と行えられる

-24一



S 11163竪穴住居跡 (抗28図 ・閃版10)

~Hilメ:州側北辺 ffllで検出された 平副形

は*1主がnlJヂ・され不明であるが、東西3.1

m以上x，対北3.3mの}j形である。西曜は

北で約11度凶に偏している 北両、南西隅

に位制り }j、 北，:;t>、，~jI~I(( ドに帆12-1&:m

の間部が巡る。カマドは必められないが住

}，Jf*側に焼 J:、炭化物が推抗している。住

}，If U;!H;!: I':Sい部分で40cmを..1'る。*側の削平

により S11162との，((後・の切り合い関係は

不明であるが、制位的にこれより新しいと

考えられる。

∞ 

A-

S 11163出土遺物 (抑29凶 ・閃版34)

7、8はばI(II、その他は.t'[!1:11¥ 1:である。 第26図
ム。 1 : 30 ρ 

S 11162カマド跡
須恵器(1.......6):1.......3はへラ切り燦で

J'4整の与がである 4は糸切り無調穫の亦で底部に 「寺」のJ品川がある

する生焼け状態である 5、6はへラ切り後蔚部にケズリ調整を施す

内凶Iを硯に転川

lを除きすべて赤褐色を皇

，J.j ~.とも!~~の付lfはないが

赤褐色土器(7......10):すべて糸切りの杯で、7、8は体部下端にケズリ品被を施す。 7.......9は炭

化物のHliから位1リlllUとJ7えられる。

石匙(11):縦-'r~のイi匙である 。

S 11164竪穴住居跡 (抑30・31閃 ・凶版12)

，~'~fiIK*側で検11\された。 *世の北半分は SE1l67により峻されている。ヂ，(Ii形は、*"可3.0m

×市北3 . 6 m の，ýj~tに j長い必 )j)杉である。 丙確は北で約 9 J支州に制している。北明、州眼前ドに帆

20cmの)，'，i榔が巡る。 ば l(Ji ，剣州制部に l立径90cmの土焼を伴う 。 カマドはけ~ I控点寄りに為1 Iこにより fi~築

されているが、 削'Jî・により ili作状況が:m;く煙道部は失われている。 {主I，I}I:.!;はtl.5 い古~I分で14cmと浅い。

S B 1149、SE 1167とif(政し、SB 1149より新しく 、SE 1167より 8t.、。

S 11164出土遺物 (ti1321>4・凶版35)

lはは，f1i、他は均 1:1111:である。

須恵器(l・2): 1はへラ切り後経い燃で調整を絡す。体ffll外rfijは工Jtによる阿転手1J)ljの傑でで

ある 2 はヘラ 切りのず~.t，f付である。 1 、 2 とも内面に漆の付。が必められる

石匙(3) :臥引のわ匙である。

-25-
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S I 1165竪穴住居跡 (抗33・34

岡 ・凶版12・13)

調ftrK両側で検出され、遺構の

重館関係からもっとも占い住肘跡

である 平副形は、*丙3.8m

×耐北4.0mのほぼ)j形である。

長軸}j向は北で約 1度凶に偏して

いる。Ilt;l((門こ制16-26cmの間部

が巡る 床面北州側部に6Ocmx75

cmのゆがんだr，'1fI1J移の焼 1:臓を伴

う 。 カマドは*I~l制御りに料i 1:に

より構築されている。煙辺部は燃

焼i~1 より 21になち 卜.がり 、 外 ffflに

60cm延びている 燃焼部には 1:師

掠獲を倒必して支脚として{iJ.!J11し

2mている 揃，..';Uにも上師6dを倒立さ

l せて{削しており 、附辺からは、

盤販が集中して11¥1:している 住

1 ( 5 -272) 

2 ( 5 -273) 

らe，3
m

ζ こ=こっ Lームd~

第32図 S 1 1164杉火依Il:跡111上遺物



~ 。。
寄

04

第33図

1 : 60 

，. 
== 

c- 37m80-C' 

A- 38mOO-A g 

A ⑮ ~ 

c_ 

01 

第34図 S 1 1165カマド跡

1 :却
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J.!H立の遺作j立は良/lfで80cmを

Jtる。

S 11165出土遺物 (第35・

諸国 ・図版35・36・37)

1-3、6-8、11、15、

16、18、19、22は床面、 9は

カマド支脚、10、14はカマド

袖、 13、21はカマド前床面、

20は床而1:1:姉、{山主j:lJ!1:.:か

，. 

土師器(1 -16) : 1 -3は

内外lfuともミガキ調絡を施し、

内而黒色処JlJfの丸底掠である。

4は平底Jド!H色の平底亦であ

る 内外面をへラ状工具で燃

で調教を絡す。内外面とも炭

化物がH.{fすることから燈明

UIlとJ5・えられる。 5、6は手

担ねJド黒色の亦と小型台付椀

である。 5は外l面を予持ちケ

ズリ調教、内l面はミガキ、行IJ

り訓較を施す。6の内1mはミ

ガキ訓絡を施す。 7は ミニュ

チ λ アの小明腕j杉 I:íl:~である 。

8、9は小型鉢である。外面

は柑状あるいは刺広の仁具に

よるミガキ品位、内面は、8

はミガキ訓告町、 9は了JLによ

る織で訓整、鋭部に拷状工具

による ー本の枕線を施す。10、

16は聾である。10は銅烈に明

瞭な段を ~i し、 n村部はヰZ.lfI_
m
E』
』



2 ( 5 -276) 

[← l空 ζ__.，) /J 

¥ ドせζ=;!色 ノノ

一一← 3 (5 277) 

10' 5 -28-1 

2HO 

282) 

そし札 ・. _~-' 
';1(:・勾仁6j，.

! ... ~1~.訟~~.
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第35図 S 1 1165竪穴住居跡:ll上ia物
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部37~1 S 1 1136'殺火住居跡

面を作りだしている。外面は、 J:

2手はカキ 11捌牧、下手はミブfキ捌

盤、内面はていねいな燃で調教で

ある。11はrI縁部が大きく外反す

る。外面はミガキ調整、内面はて

いねいな撫で凋撃である。 12は庇

部に木柴痕跡が見られる。外l凶は

ミガキ調整、内部はへラ燃で訓整

である。13、14は頚部に工具によ

る枕線が・条巡る。外面はミガキ

調韓、 内凶iはへラ燦で調整、14は

底面が桁撫で訓較である。 14はn

唇部を平JflJこ作りだし枕線を胞す。

15の底部は水柴痕跡。16は頭部に

工具による 2条の太い沈線が巡る。

口唇部のつまみだしの作りはtJ(!ぷ

器を模している。 外面はミガキ，~'~

2m 整、内面はへラ織で調整である

j 須恵器(17--19):げはへラ切り

後ていねいな燃で調整を施す。内

面に漆イナ..i"fo18は底部全面ケズリ

一-- 調整を施す。19は懇である。

l 鉄製品(20--22): 20は鉄絵、 21は刀チ、 22は不明鉄製品である

ーー← (5 -297) 
部38図6::主~国
S 1 1136怪火(i:}，l}跡，'H土遺物 S 11136竪穴住居跡 (都36図 ・図版13)

調査区東側l対J!1で検出した。前年度(出57次調査)で令.体の2/3以上を検出し、北t告は未検出であっ

た住居跡である。 ヂ而形は北壁検Hlにより南i~tが判明したが、 東西は東壁が削、ドされて不明である

*商3 .6m 以上×市北4.8~5.0m の )J形となっている 。 カマドはi有援に狩;1:でWt築されている。州

慨は北で約 6 広州に附している。 n:J，'fl~~ま向い部分で30cmをJ十る。 S A1180、SB 1148とif(似 し、

それらより新しい。

S 11136出土遺物 (第38図 ・図版38)

須恵器(1 ) :へラ切り後ていねいな僚で調整を絡した、床面出上の亦である。

-32ー
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(出38闘 ・凶月以14)S I 1137竪穴住居跡

調n郎両側市辺で前年度(57次，州代)にIhl¥f付近のみ検IJIした住

J，t;跡である。平副形は;反映が削干されて不明であるが、束尚4.3

内iL，'t;'ま北で約3m以上×南北8.0mの耐北に長い長)j形である

床面に地

1 t:J.ぽ~

1!r!.Rに偏している。1:;そl立ドに幅20--4()cmのI，'，iIIYit)~巡る

カマトは必められない床カi状の焼土而が3ケt'Trあるが、

はi:・:j¥，、部分で45cmを，;1る

すべて此Iflilll1:である。

須恵器(1 ) :ヘラ切り後撫でふM幣を施す。

赤褐色土器(2・3): 

2・3は糸切り貴lt，州幣で、

内外1Mにm化物が付l~す

(;4 . lXl版14)

品伐1，<点側小'k:で倹:11

された。小I".'!!宅地削から

説dり込まれる )1:側をイlす

ることから姉t
'
リJIIIlと行え

(抑制

られる

S E 1166井戸跡

S E 1167* る)1:)i跡で、

nu
一
ハ
リハOm

 

wO
 

内

J

S E 1166 

A. B 
:~7m()() -'-' ..:;;. 

八側に隣J必ずる 3 挽11り)jO)

ヂ1(liJ~は以内i 1.9 m x ryj 

2 . 0m~d りドげられる ，

イiするが、似材のj立fがか

ぬ!り )j内側に 1i.!l75cm州

)jの陥十1hYl ~~)\:の )1:側を

.'/1:;く民 t~; より，fJi さ 4()cmの

Ii{h " ~ I (J iからほぼ 1Tr;r((に

北1.9m の)j}f~である 》

SEI167)F/I跡S E 1166 第41凶

-34ー
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より 1((筒3()cmの民似のな

み6'(h，~された



302l 
1 : ， 1Oc. 

部42似l S E 1166井戸跡:1¥I:ilt物

い1111物と、制杓が11¥

1:した。

_ 1¥ 
S E 1166出土遺物

¥- (第421刈 ・l刈版38)

l、2fまJI:Jii¥:;か

らl1¥1:した

八一 aIm()()-A・
木製品(1・2): 

1は山物である。側

阪の内r(riは斜め)j[:'j

，¥Y. のケビキが人る，内

A :1601仰 A'1耐漆冷.りである 2 
i 

は110物の柄杓である

柄は欠制している

い拍 S E 1167井戸跡
，~ ， ，叫

，~ 

(抑制l刈 ・凶版14)

出431割 SE 1168Jj:ri跡 ~44閃 S E J J69JI:J i湖、 凋~ピlベw:側JIJ~とで

-35-



検出された中|住専修地肘から鍋り

A ¥-一一 Ir ド /ヴむ-A' 込まれる井戸跡で、S E 1166の

凶側に隣接ーする。制り万の平・面

j移は皮肉1.5m X I拘.北1.8mの桁⑨ 
円形であり 、北京と南京}こせり

-A' 11¥す形の浅い段状の法ち込みが

fドう 。雌認tflIより1.9mまでは

lIf:l{(に長ilり下げられ、底部付近

で ..i!.l9Ocmの)jJ移にすぽまって

し、る。』確認I(ljより低II'lIまでの泌

さが2.4mである。 S B 1149、

S l 1164とillW:し、それらより

新しい。
穿~45 1;i{1 SEI170-}1・戸跡

S E 1168井戸跡 (第43凶 ・以i版15)

i訊~m;<J.U側北部で検 11\ された JI:I i跡である 。 長J; り )jのギI(ijJ~はImf:2 . 0mの川j杉である。6確認而

より90cmまではやや傾斜を付けて説l:りドげられ、そこで 1辺1.1mJlY)，の))J杉にすぼまり 、そのま

ま低調iまで 1~I{Oこ抗11 りドげられる 。 {確認1Mよりl氏I(IIまでの深さは2.lmである。JI:s!IJは認められな

いが、必dり)jの形態とj1H1:の状況より 、材の抜き取りを受けたIIf能1"1:がJ5・えられる。

S E 1169井戸跡 (抑制Ixl・|刈版15)

，tJ，'~ ff.Iメ:J.U側で検 1 1\された ' l' llt幣地肘と卜肘スクモJMを挽1; り込むぷ制りの J~I i跡である。 ~t同に S

K 1l93が隣銭ーする 。 挽ti りみの 千IfliJf*は J.U"~1. 6 m X lyUt1. 7 m のややゆがんだ桁円形である。 fì(~ ，~，而 i

より 約30cmのところに段を持ち、そこから氏fii~ までほぼ if~I{(fこ制りドげられる 。 6確認lfîi より民 |師ま

での泌さは1.3mである。

S E 1170井戸跡 ( tl'~1j5 j;;(1 ) 

ぷ，'，lnlメ:J.U側 |十~.ì!.lで検 11\ された}< 1:ドの第 2肘から扱dり込まれるJI:Ii跡である。ヂ[(rI形は調作|メ:陶.

j[)_にかかるためiリH礁でないが、11'1何 2mのい1J移になると J5・えられる。 ~Il り込み l雨より 60cmで )j}移に

すぽま っている。 r:t:さは扱dり込みIfliより 2mまでfia認した。肘f企:的に他の)1:I i跡より .11午刷新しい

i立桃と 4・えられる。

S E 1171井戸跡 (第461:.:<1・i刈版15・16)
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第46図 S E 1171井戸跡

，州n:!.><:W:側外f.)Llで検:1¥された lて肘スクモ肘に連続するIrriから劫tlり込まれる)1: J i跡である。岐部に

大別の1111物の)1:簡をイiする。品Ijり}jは、 l在任2.3mのjll)杉である。{I!広，a.I(liから1.0mまではやや傾斜

を付けてぬ!りドげられ、そこで、IfIi'tl.6m の円形にすぽまり 、 そこからほffl~i で辺、な傾斜で昂11 り

ドげられる。偽:認1Mより脱却lまでの泌さは4.0mである。成部では、，((伐72cmx ，:':iさ60cmの川形の

1111物が)~土問として使川されている。 )1:側IJミ跡は明確に検:1\されていないが、JiH 1:より似材が11¥ J:し

ており )1:側をイiしたnf能性がある。則上中程より牛什が a折で11¥1:した。1((般の.T(似関係はないが、

S E 1173のJ海上(以前色砂及び1' 1 色彩~i 1:)を刷り込んでおり、これより新しし、

S E 1171出土遺物 (第47......49凶 ・l刈版38・39・40)

1、4、7は)1:尚内、3、5、8は略上、 2は間 1:の11¥ Iこである 、 9 は Jt-向に{史川した人勾~IIII物

である。

中世陶器(1・2): 1は11材結と 11縁部内面に波状文、休部外I(，iはヂ行タタ キ、内I(，jは無文のfll

-37一
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形アテ.J，l.1Jミ跡が認められる。 2

は紛止糸切りの珠洲系中|笠陶器

布ii鉢である。内面は使用による

謄滅で条線がわずかに認められ

る程度である。

木製品(3----7・9): 3、4

は1111物の底板である。 5は搾状

の杭、6は板状の杭で井戸の側

仮と」まえられる。 7は管である。

9は，1町長72cm、日さ62cmの大相

刷物でJiJさ1.3cmの ー枚板をl幼

げ、桜陣1支で綴じ、その外側を

向さ19----2Ocmの1111物、 〈段で.j1j1

え 、 さらに上段にI~'~ さ 9cmの~11

物を阿している。 三段の1111物と

一枚綴の問には 4ケ所に制12cm

の縦板を入れている。 上端内凶i

に底阪の痕跡が}i}:さ3cmの1111'，出

となって認められることから、

本米は凶l面上端が脱却で、)1:間

として使川するときにk.l1llを逆

にしたものである。内lojのケビ

キは制2cmlUJ隔、 桜陣皮綴じ r~\

分にはケビキを施していない。

土製品(8) : l' J筒形 、 'I ， J~~の

と鈍である。

SEI172井戸跡 (tf，so凶 ・凶版17)

⑧ 

A-

コ〉

S E 1173 

y 
35m 10-A' 

第50図 S Ell72・SE 1173井戸跡

調合:IX:，有w:隅でSE 1173と'T(似し検11¥され、これより新しいJI:}i闘である。 ヂ面I~は束尚1. 3m 

XI拘~tl.7 mの九i床をも った)j形である。確認lujより約20cmまでは傾斜を付けて鍋り下げられ、そ

こからほぼ民，([に掛りドげられる。 民 ffl~は 、 w:州40cm X ，fi北50cmの方形となる。位認l而からl底部ま

での深さは2.0mである。JI'sliJは|りl/i{Uこ検出されていないが、町 tより板材が山上しており 、Jj:f)!lJ

をイ)ーした"f能性がある。
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第51図 S E 1173井戸跡出土地物

(第50凶 ・凶版17)S E 1173井戸跡

これより向い井戸SEll72と重観して検11¥され、

跡である。 平面形は*~li3.0m以ヒ×南北1.7-1.9

mの東西に長い長方形で、発制l天外にまでプラソは

延びている。断而は上却で大きく l広がり 、確認而よ

り2.7mまではゆるやかな傾斜を付けて掘り下げら

れ、そこからほぼ垂直に掘りドげられる。確認両か

ら底l自iまでの深さは3.3mである。氏部の平面形は
A' 

未発掘のため不明であるが、南北50cmの幅で東側へ

延びていくとJ7えられる。Jt側は認められない。鋸

削時の!泥土(灰此色砂及び1'1色料i上)を SEll71が鍋

これより l川、。り込んでおり 、

( ~~51凶 ・ 凶版4 1)

5-9は灼[1:ド附である。

S E 1173出土遺物

1-4は開土 1..肘、

⑧ 
-'1 ......... 

Aー

赤褐色土器(1 ) :糸切り後休部ド端にわずかにケ

2・

ズリ調整をぬす。位1り!日Ilに{削IJ。S E 1174・SE 1175井戸跡苛~52図

中世陶器(2-4):2.......4は探洲系中世陶器指鉢である。

須恵器(5.......9) :すべてへラ 切り無調整の好;である。

硯(9): l二lIliに2if(の(11聞が巡り、脚部に方形の透しがつく円IIli脱である。

-41ー
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第53同 SE1174Jt-戸跡出 11itI物

部541χ1 SEI176JI:Ji跡

¥ 
_.r， 
‘)'. 

"叫

3ím:W~ 

2・

品代lメ:見i側~tl:líで倹 11: された抗2A'1 ドから長11 り jるまれるJI:J i跡である S E 1175と市役iし、これ

より.'il、 長I!り )jのヂIfIi形は !~ÙJlj2 .1 m X 1Í'i ~t2 . 4 mのゆがんだ附川形である 舵必1Mより50cmまで

はゆるやかな~i斜を (.J けて説t1り ドげ内れ、 そこから'.iil l.2 mの )j形にすぽまり 、氏部までifi1，((に

抗1:り ドげられる )11前i，t{!.lflIから氏I(IIまでの泌さは1.5mである )11:slIJは認められないが、抗I!り)jの形

態と炉H1:の状況より材の政き取りを受けたIIf能性が貯えられるJ

S E 1174出土遺物 {第53凶 ・|刻版制)

I、2はJlH1 11: 1.である

間磁器(1・2): 1 は 1114磁腕で 、 1114紙色O)li.Ij.~ 、希IJ 、 IJfì 1 : は~(1，\.(招待色て'ある ) 2 f;!: ，'j-磁fIILで、114似

-42-



色の五年い刷、胎 1:は須!!J

r品質で底部は則的である。

S E 1175井戸跡 (第52

凶 ・図版17)

第2肝よりドから制り

込まれる)1;，i跡である。

S E 1174とiR似し、これ

より新しい。制り )jの、ド

u'lI形は一部がふ，'4n:1メ:W:辺

にかかるためlリj(ì(~でない

が、1((径1.5m の IIJJ~に

なるとJ5・えられる 鉱認

IUIより5()cmまでは傾斜を

付けて樹りドげられ、そ

こから米両1.0mXIね北

0.8mの長)jJ杉にすぽま

り、底部までほぼ眼前に

北側

第55図 S E 1176Jt-1問実測図

両側

t::t:d 

掛り下げられる Iì(IÍ ，t~lfliから底部までの傑さは1.2m である )1:側は認められないが、蛾 り方の形

態と開上の状況より材のt友き取りを受けた吋能性が与えられる。

S E 1176弁戸跡 (抗54・55同 ・l刈版18)

調ftt<:W:側1'1・代終I也肘から掘り込まれる)t-側をイiする )1:1i跡である。制り )jのヂ而形は*附4.1

m X ttdt3.3 m の付1I 1 f}杉である 。 1ì(~，t~.I(riより 0 . 7m と1. 2m ~Ii りドげたところに段を付けて扶li りドげ

られ、1.2mのf'll:;~i~分では阿附に1((í~35---4Ocmのl'J J杉のれ抗I!り)jを伴う。そこから1(1花1.7 mの11JJ修

にすぽまり 、 脱却までiJÉ.1((に~ïi りドげられる。 縦認1(liから &t ，!fflまでの深さは4.0m である。 扱d り )j

内側に唱辺1.0mの)jJ杉の木*TLの陥れ隙伐式の)t-側を有する )t-側は依l自iより1.7m のr~.:j さまで検111 、

h確認した。 氏却の Jt-側内側ではW:州43cm XI釘~t63cm、 39cm X57cmの大柄の )jJf~11I1物を 2 段に吊;ねJill

め込み、JH可として使川している。

S E 1176出土遺物 (抗日---58凶 ・|刈版41・42・43・41)

I、8、11は)j形)l' t:'i災込め、6、12、16は)1:側点込め、 9、10は段l(Jiからの1111:で、17、18は

Jt-向に使用した)j形のllll物である

須恵器(1 --- 5):1 、 2 はへ ラ 切り 11眠，刈~被 、 3 は民I~I令:1自iケズリ調教、 4 はへラ 切り後ていねい
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第57図 S E 1176井戸跡出土地物

。一

〈コ ー

〈コー

16( 5 -338) 

1 : 3 叩悼

な燥で調整を施す。 1は底部に 「寺」の墨古があり 、4とともに燈l明illLとして使用。 5はへラ切り

である。

土師器(6) :体部門稿から底部全面にかけてケズリ調整を砲す。内面はミガキi調教後黒色処見を

施す。

赤褐色土器(6) :糸切り無調整である。

木製品(8~16) : 8 ~1Oは悦物の浅い皿でロクロ爪痕跡は認められない。 11は側面を 9 ~10角に

面取りし、 |二I耐「{はていねいなロクロ仕上げである。12、15は刷物低板である。12は6本、 14は6

本の木釘のうち 5 本が現存している。 16は漆刷毛である。 柄の先端は尖せている。 身m~は平坦に作

り、端部から柄の付般まで割った後にやや太めの毛を袋持し、幅1.5cmの間を麻糸状の紐で締め付

けている。17、18は井筒に使用した方形l鍋物で17が上段、 18が下段にだE設されていた。17は62x44

cm、高さ40cm、側板の桜樺皮綴じ部は 2ケ所である。長辺 7.......9ケ所木釘あるいはその痕跡の孔が

-45-
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A 

面下端に厚さ 4cmの底阪の痕跡がl"I，mとなっていlる。底販を

主友き幽物ぶ来の状態で埋，没したものである。18は17よりひと

A' まわり小さいもので58x38cm、向さ34cm、側板の脳陣皮綴じ

37 mOO.d: 

，. 

部は 2ケ所である。図面上端民辺 3ケ所に桜陣皮綴じ部、短

辺に5ケ所，f，:釘、あるいはその瓜跡の孔があり底板を押えて

いたもので、天地を逆にしてJt筒としている。17、18とも内

面のケビキは阿隅だけに絡している。

木簡 :削り肘が7点111上している。本11、r{:休などから同

一木簡からの削り附でb町長の材に 7-8行にわたって;作き込

まれており 、 「之J、 「勿りの文，{:が説み取れるが、内容は

不明である。

S E 1177井戸跡 (節目凶 ・凶版19)

調査区東側北部で検出されたぷ抗I!りのJI:}i跡である。SE
m59~1 S E 1177・SE) 178井戸跡

1178の丙側に隣後する。制り }jのヂl{jiJ移は.!tUli1.3mx南北

l.lmの+:'11'1形である 梶山に扱11りドげられるが、rl'程でやや外側に膨らむ形となり、庇部は)l底

状となる 鉱.:f1{tIよりl¥:ffilまでの深さは1.9mである。SE 1178との新1111瑚係は不明である。

S E 1178井戸跡 (郡59凶 ・凶版19)

，J，'4 fi以外i側北市lで倹111されたぷ掘りの井戸跡である。SE 1177のよu側に隣接する。梱り }jのヂ面

形はII'(I引，Omのl'J}杉である。ほぽ監1((に掘り下げられ、低郎は、ド庇となる。確認1mより底部まで

の傑さは1.9mである。

S A 1142布掘り溝 (抗61・97凶 ・凶版19)

材木桝(性州桝)のイli挽11 り併である。 調査lぶ凶側を尚.北にfrl l ひ.る相30cm、 傑さ 14-2Ocmのìl'l~跡で北

の未発挽111メ:に抵j長してし、<0 )j ((/.は~tで約14度阿に振れる。 4hI1 り )jは削、ドにより全体に説くしかj立

がしておらず、 I別縦な材(性)の痕跡は観桜されなかった。 訓代|メ: Iýj側のtí~57次訓伐では S 01142と

されていたが、検，Hの結保、鵜ノ木地区市部の堂胤の主I!物(出30孔刈伐検I[Dを'1'心}こ、 .':tfを点阿

約57...._69mのぬ附で1. ..(llhjする医1111I施設 ・材木塀(柱ダlJ場)のイli扱1Iり純であることが下IIIYIした。

S A 1142出土遺物 (第60凶 ・凶版45)

①|① 鉄製品:部広[(riから1111:した鉄銭である。
1(5 341) 

S A 1179柱列 (郡62凶 ・凶版20) 第60凶 S A 1142.{Jj~~ 1)泌跡:111:造物

，純白lベ州側'I' *，で検 11\した 9)主の掘り方よりなる南北)J向の性列lである。 )j(りま~tで約 7 皮肉へ
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振れる。性WJlHJ酬は北側より (2.1m+2.1m +2.0m +2.1m + 

2.7 m +2.4 m +3.0 mト3.3m)である。住掘り方は、0.7-0.8

m xO.7-1.0mの削)L)j形で、深さは10-4()cmである。柱痕跡

で儀必されたものは少ないが、 1fI1~25-4C比mである。全体に削

平により i立が肢が:g:， く浅い。 I匂~の姻り万には妓き取りが入る。

511136とif(臨しこれよりのい。

5 A 1180柱列 (郡9凶 ・同版1)

調査|メ;阿側で検111した 4J，~の掘り )jよりなる南北方向の柱列

である。)j位は北で約 6度阿へ振れる。柱問!日l隔は北側より

(2.1 mト2.lm12.1m)である。柱掘り方は70-8Ocmx 60-70 

cmの附九 )jl~で泌さ 40-6Ocm、 凶作22-28cmの柱痕跡が認めら

れる。5B 1147とif(似し、これより新しし、。

S Al181柱列 (抑63凶)

訓伐lベ州側北点隅で検11¥した2j去の掘り方よりなる南北}j向

の性ダIJである。JJ位はほぼ氏北である。柱間間隔は1.8mであ

る。位制り }Jは点側、1'，分が削干されており、東西1.2mxO.9m 

の桁円と・辺0.9mの}j形である。深さ8()cm、直径3()cmの柱痕

跡が必められる。

5 A 1182柱列 (都64凶 ・図版21)

，例代|ベ州側5A1l79の-*で検出した 5基の掘り方よりなるl有

北方IÎ'Jの性ダIJである。 }J仰は~tで約 6 JJ!西へ娠れる。柱11¥W¥JIIM 

は北側より(1.6m11.8m+1.8m+1.6m)である。柱扱11り)jは

*州5()cmx IYi ~t6()cmの附1 '1で深さ 60cm、 直径14-2Ocmの住民跡

が認められる。

501183溝跡 (抑61凶 ・凶版19)

5 A 1142の点側で倹111された。IW北万向に走る幅20-3Ocm、

長さ5.6mの僻跡である 5 B 1147、SA1l80とiJl:躍し、これ

より新しい

-49ー
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部65凶 S 01186泌跡 ・SK J 1991'，坑跡

S 01186溌跡 (館筋肉 ・凶版3)

-A' 

動物勿~
司~67図 S K 1189上峨跡

'・R

出68~1 S K 1190Jニ1腕跡

発制|ベ*側の小枇4在地1¥'11'，で検出された。SB 1150と .T(臨する位irl~にあるが、 新 111関係は-1，1リ1 0

*州)jJbJに走る幅3O--5()cm、保さ4()cm、長さ14m の部跡である。 昨年度の第57次，l'~ ~iでさらに附に

一回一

2・恥
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部69凶 S K 1191土壌跡

⑧ 

~ 
， ，柿
'明

，.輸

第70図 S K 1192ごt:検跡

5 K 1190土城 (抑68関)

延びていることが縦認されている。

5 D 1186出土遺物 (第66図 ・闘版45)

_1¥ 
中世陶器(1・2): 1、2は珠洲系中111:

陶器Jai-鉢である。

antL S D1187溝跡 (部13凶 ・図版4)
3911、v

5 11153の東辺部で検出された。南北}J

向に定る恥，i45cm、深さ18cm、長さ6.3mの

総跡である。511153、5B 1148と虫腹し、

.これより新しい。

5 D1188溝跡 (抑25凶 ・凶版10)

5 1 1162の点辺部で検出された街北万戸，)に走る幅75

cm、深さ 16cm、長さ6.0mのftVi跡である。 511162、

5 11163と重桜し、511162より新しく、 511163よ

り古し、。

5 K 1189土犠 (郡67凶 ・凶版5)

訓ftIメ:阿側で検11¥された太柄上.織である。点西1.9

m X J対北5.3mの附IYI杉で、深さ30cm、底部は平らで

壁際になりやや2.に立ち上がる。5B 1146、511153、

S 01142とfu:M!し、SB 1146より新しく 、S11153、

S 01142より古い。

，~'4 J管区西側北部で検出された。l宜保1.4mの円形で深さ 18cm、慨はゆるやかに立ち上がる

5 K 1191土横 (第69図 ・同版22)

，~'4 í管区東側~tffl>で検出された。 東阿3 . 1 m X南北1.9mの桁円形で深さ30-3Scm、底郎はいくらか

起伏があるが平らで、 n~際になり，~Jこ立ち上がる。

5 K 1192土犠 (抑70図 ・凶版22)

訓!tl~*側北部で検出された。 東州1.85 m X J拘北2.2mの民)j)惨で深さ15cm、底部はがらで壁際

-51一



になり念、に立ち上がる。S11154、1155と重複し、それらより新

しい。

S K 1193土犠 (第44図 ・図版15)

A- ¥ 

S E 1169井戸跡の北側に隣接する設い土損。東西1.0mx南北

1.1 mの方形で深さlOcmと浅い。位置的に SE 1169との関連が考

えられるが、機能性格については不明である。

参考多
1 ，叫

m71図 S K 1194土城跡

S K 1194土犠 (第71図)

調査区東側南西部で検出された。東西1.0.......1.2m X南北3.8m

のゆがんだ長方形で深さ40cm、底部は平らで壁は垂直に立ち上が

る。 SB 1150と重複し、これより新しい。

S K 1195土犠 (第72凶)

調査区東側南西部で検出された。よね.西1.2m X南北1.0mの桁円

形で深さ35cm、壁は急に立ち上がる。SB 1151、SB 1152と重甑

し、これより新しい。

ぶ /~ b憾r令 く ; 料憾ミ SK刊山K引川1196明土坤機 (伽第如抑7η3

¥寸( ¥JフゾI h食 捌査区東側南西部で検出された。5東花西1.3お5mX南j北t口1.0mの将桁7 

匂イ/1J¥》ザ小 I点袋総ミ 円慨形で哨深さd15目5cm吋m陀と技酌しい、。壁はゆるゆかに立ち上がる。o S B11日15批O此と

38m40-A'白 重観し、これより新しし、。

み夏場
S K 1198土犠 (第74図 ・図版22)

④ 

to.-

1 !剖

o 1m 調査区東側南辺の中世整地陪上で検出された。東西0.9mX南

第72図 S K 1195土横跡 北1.0mの桁円形で深さ60cmである。底部は四隅に直径6cmの小

調査区東側南西部の中世盤地問上で検出された。直径90cmの円

形で深さ25cm、壁はゆるやかに立ち上がる。

。 1，ω 1 M  

第73図 S K 1196土機跡



'~~ 

協弱多
都74図

A 

、
、

S K 1201土繍 (第75図)

調査区東側南部で検出された。SE 1176とトレソチにより大きく削平

されている。東西2.2m以上×南北4.8mの長方形と考えられる。深さ45

.......6Ocmで北側が深〈 、南側が伐くなる。喧は東側はゆるやかに、それ以

外はやや~I.tと立ち上がる。 SE 1176、S01183、SB 1150と屯飯し、こ

れらより古い。

S K 1201出土遺物 (第76同 ・凶版45)

S X 1202焼土遺精

(第77図 ・凶版23)

S E 1176 

調丘区*側のrl11ltを在

地肝 kで検出された4

基の焼七遺備のうちの

1基。平副形は点西45

.......8()cmx南北90cmの南

北に長<'11;'とがくびれ

た形であり、北側の門

j移が主体部、|旬側がIIIi

庭部と考えられる。i答

A' 
37m40 

部76図
S K 1201土綾出土遺物

∞ A 

部75~1

、‘曲
M・

S K 1201土機跡

S X 1203焼土遺織 (第78図 ・凶版23)

ち込みの深さは，rst..、所
加 で2()cmを，;rるが、レベ

ルでは円形部分がJiij庭

部に比して 5c岬il低し、。

円形部からliii脳部にか

ギl創形は*丙45cmX南北65cmのゆがんだ梢円形である。落ち込みの深さは

2()cmを，n・る。民部全体に炭化物、明の上部に焼而が検出される。

S X 1204焼土遺機 (第79図 ・図版23)

ヂlru}杉はw:両145cmx南北40......95cmで、人:小の円形が辿統し、111央がくび

-53ー
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S X 1202焼:t.遣緋

∞l 

部771:i<1

A 

∞I 

。
的

F
C
h円

∞l 

37m30 <.>1 A 

1 ，却

S X 1205娩上遺構部80区l
国

S X 1204焼 1:出榔部79凶

れるj彩である。 州側の円形が l~体部、束側が前庭部と」まえ られる。 滋ち込みの泌さは 5 ........2Ocmで、

くびれ部分の慢に川j移f部がliij脳部分に比して保くなっている。円形部からl拘脳部にかけて炭化物、

これ焼IfIiが検出される。l'J}移部にあlj1:による上部構造を作った吋能性がある。SB 1152とir(wし、

より新しい。

(第80同 'r:4版23)S X 1205焼土遺梅

2ケ所がくびれる形である。半面形は.!tu'可25........7SCmx IYi北180cmで、大小3つの円形が辿統し、

北側2つの円形がl:体郎、lYi側が前庭部と考えられる。落ち込みの深さは 8........lOcmである。円形都

に鋭化物、〈びれ部分の吹に焼而と埋上に焼土が検出される。J1)形部に料 J:によるI:ffilU4造を作つ
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た可能性がある。S81151、S81152と地政し、これより新しい。

S G 1206沼地跡 (抑3・4図 ・閃版23・24)

*側調査区に倹111 された沼地跡は、 現地形では湿地(泌物\~I~池)の西岸にあたる部分であり 、 市代

以降現住にゼるまで鵜ノ木地区東部にi{'.地が存在し.lft;fj1していることが係認された。 SG1206の権

樹肘は t防より炎上附(耕作土)、附柑色上 ・灰褐色 t附('1'111:幣地陪)、J:附スクモ肘(組物遺体肘)、

Jj(.褐色土問(，It代4住地肘)、下剤スクモ肘(他物遺体制)・!日色上肘(腐食した地111利七回)である。)<

H'1はl前褐色 1:(桃作上)と褐色J:(1I1緋作上)よりなっている。 中世整地肘はi('.Jt!!1;J側にあたる阿側

と l対側では附渇色、 ~地内へ向かつてj咲く推積していく部分は灰褐色、 上削スクモ府直上では黒色

を日している。Ilt代絵地問は中世-敷地附に比して、堆脱がjがくない。部分的に上肘スクモ陪とのHH

にスクモの地加が認められ、2府に分かれる可能性がある。 ド府スクモ府はI;!ml分より沼地中央の

北見Uj向へ向け2.傾斜で落ち込み、"五く推航しており 、北京附 トレソチでは保さ約 2mを計った。

S G 1206と上層整地層出土遺物

(中世整地層出土) (第81・82凶 ・凶版45・46・47)

須恵器(1・2): 1はへラ切り後無制戦の底部で判読不能の池内がある。 2はLI縁部には波状文

がOI!!された大別艶である。

かわらけ(3-8):3、4は小IIlL、5......7は亦か城でいずれも糸切り無訓教である。8は、予約!

ねの花販と考えられる。

中世陶器(9......25) :すべて珠洲系小11そ陶掠である。9は抑止糸切りの鉢。10は紛止糸切りで体総

ド端にケズリ訓枚、15はJdから胴ftilにかけて波状文が施された'J11である。11......14、17、18は制鉢で

ある。17は、内1M条線は波形の不縦uリな地文である。16はHil鉢で内国条線は認められない。19...... 

26は艶である。いずれも外面は平行タタキ、内面は無文円形のアテ具痕跡が認められる。

陶磁器(27.......34): 27は口禿げのh磁腕で乳白色をUする。28は庁磁碗で褐色をfiFびた青緑色を g止

する。29はSr'1I磁'411で外l師にlr.乱用のi1・彫りが認められる。30.......34はTr・磁碗でそれぞれ片切彫の文械

が認められる。

鉄製品(35):小J)である。

石製品(36):純文n年代の石箆である。

(中世整地層下面 ・上層スクモ層上面出土) (第83凶 ・凶版48)

中世陶器(9 .......25) :すべて珠洲系小Ilt陶出ーである。 1、2はね;鉢で、2は、防械のため内而条線

は認められない。波状文伝である。4......7は聾で、外IfIiは、円tタタキ、内l自iは無文円形アテ.!HJミ跡

が認められる。

開磁器(8.......11):すべて庁磁碗である。 8の見込みは)¥.切彫の訓花文、内1(liは枕線文とダ11/.¥文で
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S G 1206州地跡ヰト担核地lrJ下1M.上Jriスクモ!村上1M:IJ土造物部83~1

ある。10のlλi1M見込みは枕級文、 外 I (t i はí.<~JJfì 、 ffJJftげすには~f[J 1 1状突起が芯められる。

石製品(12):純文H、引にのイi鐸である。

I:Jr:によるものか体却にユガミのある上保が多
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( ;r~84 1刈 ・ 凶}以49)

赤褐色土器(l ~ 1 0 ) : すべて糸切り 1!!~訓牧で 、

(上層スクモ層出土)



電ヨ-3E 号 ;ZEZ-394)

ミ 男子三~3:t~397)
三号-33・

I : 3 時個 0 ・
11(5-402) 

部84図 SG 1206沼地跡上層スクモ府出土泣物

し、。

木製品(11):皇族状を呈する木製品である。

(古代整地層出土) (第85・86図・図版49・50・51)

須恵器(l ~18) : 1 は勝11::糸切り後休部下端から底部};'a聞にかけてケズリ訓整を廠す。 2~3 、

5 ~ 8 、 11はへ ラ 切り後撫で調整を施す。 6 は燈l列山。 7 は 「揃」 、 8 、 11は「守J の盛丹がある。

4 、 9 、 10は糸切り 、 4 は底部周辺にケズリ 調整、他は合!l~調整である。 12は訂部にケズリ 調整を施

した議である。 12~15は台付・亦である。 13は休部下端から台内部周辺にケズリ調整を施し、切り縦

しは不明である。16は銅椀を模したと4えられる。18は三段構成の長預蛍で、沼部に 2条、2段の

平行沈線がまわる。体部下半はケズリ調整後に償位の手持ちケズリ調整を施す。台内部は傑で調教

である。

赤褐色土器(l9~22) :すべて糸切りである。19、20は体部下半にケズリ調教を施す。21、22は無

調整である。

土師器(23):手控ねのミニュチュア上慌で内l師に指撫で調教訓ミ跡が認められる。

土製品(24):フイゴ羽口である。

(下層スクモ層出土) (第87図 ・凶版51)

須恵器(1・2):両者とも底部全両ケズリ調幣のため切り雌しは不明である。 2は内外面、特に
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ミ:1$I'CIJ

守EjたD
亡回

23(5-425) 
I : l 1・圃

第86図 S G 1206沼地跡古代斜地!付出土遺物

。 @ @ 。

:V 

い) '0<- 3 ( 5 -429) 

腕 7凶 S G 1206泊地跡下府スクモ1M:1¥ゴ二造物て二二

lい内A刈州'11凶而H而iには)'J:頃正 〈漆が{千付，J' ~

.j ( 5 -430) 

431 ) 

三三三フ

木製品(3..._5 )ド:3 は Fぬ主紡1前jí狗íj吐伝f扮カがt内側に.~俗千つたド駄である。 i~のがj後に加I:瓜跡が認められるが

述衡を作りだした瓜跡かどうかは不明である。庇の後端が特に府り減っている。 4は棋である。 5

は高~物阻で、 1.:1クロ爪跡はi認められなし、。

3 ) その他の出土遺物
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. 第88図 第58次調資表土 .)A保遺物

表土 (抑88凶 ・凶版50)

I ， ) 師団

須恵器(1・2): I はへラ 切り無I~~~室。 赤褐色でIlfì 1:は軟化している。 2は糸切り無凋整の阻で

ある

赤褐色土器(3・4) : 3は糸切り 、体都ド端にケズリ凋慾を絡す 4 は糸切り無，~'4整である。

中世間器(5......7) :すべて珠洲系，'，Ut陶器;である。 5は礎、 6、7はお:t主である

陶磁器(8) :体市ド端から尚子?内却まで肖胎である。

土製品(9) :台形状の紡錘"f.である。
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III 第 59次発掘調査

1 ) 調査経過

第59次~Utは焼山地lベを対匁に、 予成 4 年 9 月 18日から 11月 1711 ~まで実施した。

発掘訓ff.出制は462m'(l40Tf-)である。調査地の位置する焼山地16は政JJ'から外邦両辺に至る地区

であり、1，，1地lベ北部では第4次|司常調Jtが実施され、北上型、推定鼎跡、昭火fl:J，'}跡、 1:師捺窯跡

が検111されたとしている その後、第21次調伐が国常調査地を合めて実施され、北州外邦線は検出

されなかったものの、 l時火fI:: J，刀跡、錨i立;柱主l!物跡を検出している。 ，~'4f正1'(は出21次調ff.地の|句側に

あたり 、現状は平川なt'rやぶとなっていた。

tr~59次品，'.， ftは、焼IIIJllil.)(:'I' 央部におけるill織のjムーがりを追及することを 11 的として.~施した。 ，凋

f王子定地は竹やぶとなっていたため、 ド刈作業を行った後グリ γ ド，世主iよそ行った(9F11811---10川2

11)。

).( t:除去作業を1m!lfiしたところ、J<<Iてのj以さは3Ocm!Iij後と技く 、その1((ドの地1111ft砂肘がi立~~ I百i

となっていた。訓fil.)(:IYi側より).(1二除去作業を行ったところ、北側の offllは.in桃luiが後11(:の舵乱に

より失われていることが判明した(lO)-J5日---16f1)。

第891刈 那59次調1t周辺地形同
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炎上を除去した後、北側より.in

備面の:Mff.を行っていった。訓ff.

t(!u辺付近に)j形の潟ち込みを 3

基検出したが、炎上より制り込ま

れている撹乱であることが線認さ

れた。見t側小9c沼lでは)jJ杉フラ ン

の焼上と炭化物の務ち込みが検111

されSX 1211とした(10)J1911)。

.、・E・...
" 拘 置 (OAJlT羽 l向圃圃 量...

tq....'.J噂・"..~..........回・ ~... . _ . 
.，‘叶『・肉'".，‘・・ ~"_"'L・ .u.・a・・‘L""'_・......._.‘・A・.‘・..内..，..rtJ.I.附:....，.'..1'..... 
・，__Iu.‘・“"'Jl，."""‘，"‘H. .l!"却h・・
AU'_，t，・r_l'lu &IJ.-o‘・岳‘...・-tr'凶・場，
.. 、~. .‘"“'.-l..ll n 皐踊陶.-~.. .・ 'uぉ ".姐Z
'J...A.I4.'_.~~同M. ‘A . 他皐姐f.. .M '"

u#I.'. ." 亀島・.，‘.-、，， "~1・‘・ー， μ 噌!I)

"噌:. "" ，，-、a ‘A~'!'. '!J
・・..‘・・";'tI、.....‘ 、~・ 2 ・............n 瓜M

~・・" """__ """-， ..1 ‘・、..‘0・..._・"‘" ，岨・~，I .01&-・"ー..._情，叫'.....k.1.

-'"t....""' .. ‘ー，、，}f"1.，-a
n.. _“ ，，，臼.~・叩.l~-，A，..-s.nJ!t..・...._

網rw‘"'，‘ un‘1'. ‘~~l山山，由、，..JCI、

グリ ッドのベルトの 1:肘断1(liを'MdlIJし、除去しながら泣椛耐を制任していったところ、111央部か

ら州側にかけて -.i!11.5......2.0mの)j形ゃ、l立径1.5m liii後の円形の大鋭艇な制り )jが多数ifi桜して

検11¥された。特にけj側には、j火化物か充満した妓き取り穴とJ7えられる務ち込みが多く検1-1¥された

(10) J 20 11-2611 )。

検11¥された抗J!り )j仰を和代し検討した結来、全て市北側iの3~，j!の坑似する扮J!u:院生II物跡を縦認し

た。新しいものから SB 1207は淡1::12 II¥J x桁行 6HII以 lて(十1:11:13.3m )、SB 1208は梁n日21:lIx桁行

5 J:¥I (性11113.0m )、SB 1209は総粍ill物で梁IHI31111 x桁行 711¥1以 1-.(怜11112.4m)であることが判明し

た(10)J2711-2811)

凋丘|メ:!U.i!1111央の悩色砂の干潟ち込みを紡ff.し、S11210を検出した

S X 1211、S1 1210の制りドげをHl、ベル トのごた測と写点船影を行った後、凋ff.I. .(の令.Jit万点般

影を行った(10)12911)。

I~'~ 丘1ベのi立桝検11\が終り 、 ii2 り )J;を設定、 ヂl白I実測を行った(10) J3011 ...... 11 川 411 )。

長IIIi.十lill物跡の制り )j断ち;切りI'r"業を行い、上回断的il刈を作成しびJ'iHJ泌を行った。扶I!り )jはほ

とんどが地山紛i1 : 附，(JÎまで扮J!り込まれており、そこを J.~総として他物を桃換したと行えられた(1 1

)J511-11II)。

抗11り)iJ析ち;IIIJり後の令:jitワ!"iHIH診を行い(1211)、保・材を搬収しlυJ1711に訓伐を終 fした。

2) 検出遭櫛と出土遺物

S B 1207掘立柱建物跡 (招91凶 .(;.:<1版25・26)

地山~t砂肘 1 -.で検 11\ した後間 21:1I (3.3 m +3 . 3 m ) 、 桁行 61:a以上(3 . 3m ト 3.3 m ト3.3m +3.3m 

+3.3 m +3.3m 十・・・ )の 'Ýi北僚の側、1:性ill物跡である。 建物 )j(ωま桁行が北でが~ 31支州に桜れる )j

1:'1となる。特.ntlり)jは 1.i!11.5mの)j形またはi在住1.5-1.7mのI'lJ彩、深さは6O--...1()()cmで、地山紡

J:WIまでJ..¥iIりドげている 宇1:瓜跡は，((任40cm、深さ40-..8()cmのものが認められる S B 1208、1209

と{川内的にif(似する制り )jには性政き取りが人っている 点桁行刷、1':のね抜き取りには炭化物が多

く出入する。II¥J(I:切りの制り)jがl対北3IHIごとに 2ケ所検山されており、桁hは91:a以 1'-となる IIf

-69ー



能性がある。SB 1208、1209と重範し、これらより新しい。

S B 1208掘立柱建物跡 (第92図 ・図版27)

地山飛砂階上で検出した梁間2問(3.0m十3.0m)、桁行51叫(3.0m+3.0m +3.0m +3.0m +3.0 

m)の南北棟の掘立柱建物跡である。建物方位は桁行が北で約 3度西に振れる方向となる。柱掘り

方は直径1. 5~2 . 0 m の円形、 深さは60........9()cmで地山粘土肘まで掘り下げている。 南北梁間のものが

浅い。柱痕跡は掘り万全てに柱抜き取りが入るため不明である。桁行商、手の住抜き取りには炭化物

が多く温入する。SB 1207、1209と竜使し、1207より古く 、1209より新しい。

S B 1209掘立柱建物跡 (第92図 ・図版27・28・29)

地山飛砂層上で検出した梁|自]3 r:.:l<2.4 m +2.4 m +2.4 m)、桁行7間以上(2.4m + 2.4 m + 2.4 m 

+2.4 m +2.4 m +2.4 m +...)の街北棟、総柱の街i立柱建物跡である。建物)J(立は桁行がほぼ其北を

④ 
∞I
I
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向く 。柱制り )jはIf(径1.5.......2.0mの円形または 1辺1.4.......1.8mの不戦}j形で、規制l性に欠ける。深

さは60.......1∞cmで地山狩i1:肘まで掘り Fげている。住痕跡は抗径40.......5Ocm、深さω.......8Ocmのものが

認められる *桁行の掘り )jはSB 1208により破壊されており不明だが、北提間の掘り方以外には

往妓き取りが人っている。SB 1207、1208と重複し、これらより t引、

S 11210竪穴住居跡 (部93閃 ・凶版29)

，~Ut医*辺で検111 された。 ヂ面形は調査区外にかかるため不明であるが、 *内i5 . 0m 以上×市北

4.2 m以上の)jJf~である 。 同盟はほぼ点北を向く 。 カマドは認められないが、 1旬附のほ I飼に焼土 ・

炭化物が検111される部分がある。住民!歪はゆるやかに立ち上がり正品、総分で3Scmを"十る。SX1211 

とif(似し、これより .1..ぃ。

S 11210出土遺物 (抑制凶 ・凶版53)

1 ( 5 -441) 

(4¥ 
ノ

7 ( 5 -447) 

8(5 448) 

L 
那94収I S 1 1210笠穴住居跡出ti貨物
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ゴ
|∞ 須恵器(1.......5):1.......3はへラ切り燃

で凋殺の上手である。 2は底部に rJl!lJの

Jn~'}、 3 は内úíîを似に転川している。 4 、

5は糸切り無調教の係で、4は版部に

r I:Jの思，'lがある。

土師器(6) :内外lóîを ミガキ ，i.l'4~直し、

内IUI黒色処Jlnを施したロクロ使川の益で

ある。

赤褐色土器(7、8): 7、8はいずれ

も休部 ド端にケズリ訓牧を絡している。

硯(9) :胤.{:仰のド令部舷g・である。

炭化米(凶版53・10):ばIflIから特妹な

遺物として、おにぎり状の脱化米の機が

/11 1:したa

S X 1211焼土遺精 (坑95T4・凶版29)

ヂI(，IJ彩は1.kいくぼみ状で*，!lj2.4m X r有~t3 . 1 mのl釘北に長い長}j形である 炭化物、炭化材が底

部にはられ、炭化物附の 1'.をJiH1:が能うような状態で検111された i'{t;ち込みは傑いところで15cmを

，，1'る。

も

弓

}¥-
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・・・・・

I :~ ，. ，. 

部95(:;l) SX12JU史上ili構

3 ) その他の出土遺物

表土 (初96凶 ・l刈版53)

赤褐色土器(1 ) :糸切り無訓幣である。

土製品(2 ) :近111.以降の焼ftである
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W まとめ

1 ) 第58次調査検出遺練と年代について

部58次訓fiでは頻!立純生II物跡7~J! 、 戦火作Jti跡l3'H 、 )l' J i lM;13J，~ 、 I.><~凶H庖設(柱列塀 ・ 材木桝)の

.{Ii扱t!り部、 住列、 上郷、焼 1:;立f，W 、 部、 ì{l沢地とその検地ng~などのill憐を検出している。 作ill械

はそのIf(復関係、IJ位、i(l沢地のf産地h"Iとの陪位関係から時JOIl.. .(分がIIf能である。大きくは"rfll~ と

1'，・代の遺構に区分され、さらに細分される。ここでiま、il1i代地(SG 1206)の整地地業の械将iを教P]

し、その後各遺構の時JOIr-<:分、年代についてまとめてみたい。

Os G 1206沼沢地の整地地業と年代

今次1~'，lJ空li*'M -':!rは辿弥1:1:;ìlliと呼ばれ、 現状でも地燃の"次~j~jな知地となっている。

検111した SG 1206i{{Y~地 (御地)としたものは、 その l何日fから 内jpにかけての一部分であり 、 I "J)と

却については未調伐となっている。 ì{{Y~地は占代においては 、 スクモ肘(植物遺体同)がt訴さ1. 5 m 

以 1:雄前する状態で|刻 11 していたが、 9 世紀中葉に幣地地~がなされ、西岸から I句iifを小心に時め

られている。 整地上は、 i{lð~地中 *ffflで務い状況となるが、今次の品作では古代の?聖地のぬ闘を限

定することができなかった。I'i・代の教地地業の時期lのt!(拠となったものは、4在地上に包合される上

協の{r1史観によるものである。 この "'"代将地上からは、 岐部令:1(1;ケズリ調幣のある~i忠船隊、 佐波

.Pll腕を脱した須忠出合十lJ;f';など 1'1・い様相のものと 、 へラ 切 り 1!1~1~'~牧 、 糸切り 1t底部J1殺の~(.oι加係、 ，)1;

制色 1 :拙B としたケズリ，~，'，，*移，のあるもの、 。示柑色上:r.~A とした糸切り 、 1wゆ~~在、 .Jlõ !H 色処.PI!.、般化

炎焼成の 1:加など比較的新しい峨羽!のものまで混伝し、1111:している。緑も新しいとJ7えられる糸

切り無品整の須J忠器掠、赤制色 1:加Aの年代を検討してみると 、糸切りの須JE器亦はlIi去を 1とし

た11年のltí壬比が0 . 37と小さいもので、 ，Jf;尚色上;絞A も底iを!tが0.39と Ic~掠に小さいものである。 秋

111城跡1111: I:?'告の制年が篠山していない現段階でIYI，j'することができないが、 第54次，~'4 (iのSG

1031 l :Jrx り穴の紀年のある木簡、 漆紙文 I(~ と作山すする 1 :時i伴:とその 1: ・ ドの肘位か ら 111 1:する 1:

加のもE村lから判断すると 、10、llh'1とした上附の1111'.1'.慌に矧似するUt1)。

この肘はJ乙鹿 2~f(878) の乱の焼 1 :肘のド府 、 延桝10(79 1 ) -.， 14年(795)の本附府の 1'.附に此附す

るもので、この木間前の1((1:附(14附)は111則外郭材木彬の椛築にnう整地併となっている。IIIJ例外

邦の~I'(には 8世紀末から 9111:化liij'I~が J5'えられている この 1:肘にある10、llWlはしたがって9世

紀以降、Ji:唆2年(878)の焼 l:附以liijとなる。

S G 1206i{{沢地のめれ:牧地地業のl時期はこの第54次訓伐の10、11.11'1と知似するピf.rf様相|から 911t

紀小柴の年代に求められよう。 9， II~紀1 " 柴のr'ï代役地I由来の後、 核地 1 : 1: u'ûには II~びスクモ肘が形

成され、 lll~地化している。 このスクモ肘はと府ス クモとして ド削のスクモ肘と明縦にI'><))IJが IIf能で

あり 、 この U'1 スクモ内からは糸切り 1!!~調整の亦褐色 1:日l}Aがまとま って出上しているが、 削り，刈
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移.のある赤褐色 t出iB の混入がなく、須忠器界類も小J~ーが数点出土するだけでその比率が極めて少

なくなる。

上層スクモは中世まで形成され、SG1206は湿地となっていたようで、上肘スクモの上而からは

青磁碗(龍泉労系劃花文腕、同安窯系陣俗文碗)、珠洲系陶捺揺鉢、聾、波状文宣、ロクロ使JlIの

「かわらけj とみられる厚手の般化炎焼成の土器などが出上している。

この上回スクモの上肝にはさらに整地地業が行われ、深いところで 1mを却し、その範囲も，11代

整地を大きく1:[111るものである。この段階で付近の111地形に大きな変動があったことが窺え、生訊・

面は東側湿地内まで鉱大していった。井戸跡の多くのものや、調査区東側の総柱の鋸立柱建物跡は

この中世の整地地業以降に構築されたものである。

中世整地 tからは輸入陶磁器として、鳳聞の浮彫のある{f白磁宣片、犯米窯系剖花文碗、1l.(だ

けu禿げの内磁腕が出土 している。|川内産のものでは珠洲系陶器拡'鉢、梨、波状文輩、厚手の 「か

わらけJ、小型皿状の 「かわらけ」などがある。

これら上限スクモ上面、中世整地上内出土の傭入陶磁捺の年代は大宰府樹年によると、龍泉:fI系

Jl磁劃花文碗、 川安?鷲系櫛f箇文碗が偲~窯系 } - 4 傾に、同安窯系 I 顛にそれぞれ分類され、これ

らは III Wl l 小JUI としている 12世紀小柴から13世紀初制に多くなり 、 11 緑8i~に利lのない、いわゆる 11

禿げの白磁碗は1'1磁政顕に分知されIIIJtJJ 2小期(131吐紀中柴)に出現し、同 3小却J(13世紀後、ドから

14世紀中葉)に1~I引を越す多さになるとされている(注 2 ) 。

また 1-5頬とされている龍泉窯系汗磁蓮弁文碗が大部分占めるのは111期2小期(13世紀中柴)と

されているが、この顕の青磁は合まれていない。

一万、|刊内y~の珠洲系胸器をみると~~文の捕鉢、 rlll線状の内面条線の長ii鉢、波状文蛮などから珠

洲陶H期に分矧されるものを主体に 1JtJIのものがわずかに混るもので、 1JtJIは寺社一号窯式(1150

........12∞年)、11則は法住寺三号窯式(12∞........1250年)の年代観が与えられている。(謹3)

また、 「かわらけ」とした厚予の般化炎焼成の上船、小型の皿状の酸化炎焼成の土器は赤褐色上

掠Aとの関連がりl維でないが、秋fll城跡では鵜ノ木地lヌ.から集中的に山とするヒ掠f，宇である。県内

では大館市の矢立廃寺から12世紀........131止紀代の白磁阿1下蛍、碗、珠洲系陶協などとともに出 tして

いる。

また、 12i!t紀代の岩手県平泉藤原氏関連遺跡からもこの紹の 「かわらけJが多く出土している。

以上のことから中世絵地土内出土の遺物の年代は大本附編年に従うと、庁磁では12世紀中東から

13世紀初頭、 1311t紀'1-'柴のものは合まれていない。また、内磁は13世紀rll艇にI:lH見し、14世紀111集

までに位置づけられるものがある。

国内産の珠洲系陶器では珠洲陶"JtJI-1I 1期(12∞-13∞年)、13世紀代に位位づけられるものが巨

体となっている。

しかし、 i)L州 ~tffl~と東北 n~海域では龍泉窯系 lT磁のM現ないし流通の-般化が半世紀料足並れ
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るとみられることは明怠すべきであろう。」とする吉岡政暢氏の指摘がある(注4)。このことを考

患に入れ、|碍内庁:の陶慌の年代を中心に輸入陶磁器の時期を勘案すると、H'1スクモ出土の陶磁器'

は・部 「かわらけJなど12世紀代の古いものを含むものの、13世紀代におさまるものと与えられる。

O検出遺継の時期区分について

今次，"，~fiで検11\した各遺構を前述の S G1206招沢地の整地地業との府位関係と、遺備の世使関係、

万位から以ドのように大きく I......y期に区分することができる。

1 WI 畷穴住肘跡の小でその直複関係、出土遺物からもっとも市いと1';.えられる S11165、掘立

性ill物跡では鴨ノ木地区の挫物群の中でA額とした生J!物}j位が点北に近い他をとる SB

1147、川脱慌でf也l在をズラして建て償えられたと27えられる SB 1146がこのl時期に区分さ

れ、 A矧にMする SE406JI二戸跡から出 tした木簡の紀年から 811t紀liiT半年代がJ7えられ

る。

IJ JQJ 時火tI:J，'}跡のrl'で-辺約5......6mの比較的大型のものが多く 、後述の川即lの小型{)::}.日?と霊

阪しこれより 8いもので、SG 1206沼沢地の市代教地地業以前に位世づけられるものであ

る。S11136、1137、1153、1154、1160......1162がこのH年期に医分される。屯桜関係があり、

さらに小却jに1>く分uJ能である。年代は I期以降、 111WIの椛築がSG 1206六代整地以降であ

ることから、 ド艇は9世紀中葉となる。上限については山上遺物、調整不明の赤褐色七器

与ががあるものの、体ド端にケズリ調整のある赤褐色上器B、へラ切り後、終い織で調整を

ぬす須忠際原が主体をしめることから 8世紀末、9世紀前半を中心とする時期lに位置づけ

られる。鵜ノ木地r><:ill物群B・C額のいずれかの時期に以するnT能性がある。SE 1173も

このH寺則に位世づけられる。

IIIWI S G 1206m~(地の I'í代盤地面に縫実に構築された S B 1149、Sll164、SE1176と、 S1 

1164とI'i)胤鋭、 I'il}j位で、 H期の竪穴住居跡と屯直し、これより新しい S1 1157......1159、

1163、SA1l42をこのH存期に区分した。やはりi[(腹があり制分がnT能である。一辺約3...... 

3.3mの小脳りなil:J，g跡がほとんどである。調査医東側のS11156は・辺約7.5mと大きい

ものであるが仇絞関係からこの時期に位lnづけてある。iり1，1;)j(if.が約10......12. ~tで同に振

れており 、 l丘IllljぬiJ役のイfi~11 り僻とした S A1l42の北で同に140

鋸れる)iI古!と近似しており、

この1><:llhj施設の )j位規制が競える 。 この布掘り隣は、 ~á ノ木地lKill物J洋D知としたill物と

)j位が近似しており 、この時期に凶するものと考えられる。年代的には、SG 1206沼沢地

のr'i代被地と lujU寺かそれ以降であり、 9世紀中葉から後、ドの時期が与えられる。

111期 .IV WI以降

S G 1206前沢地のrl'世整地以前のもので、ここではSEl171だけが舵実にこの時期である。

JtJ i跡で侭臨し、8いものとしている SE 1174などもこの時期に人る吋能性がある。SE

117l)Tt1).lfj! 1:・世上からは珠洲系陶器H期の聾、主i;鉢、SE 1174からは13111:紀代に位置づ
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けられる飽米労系剖花文腕、間安窯系櫛J首文皿などカ'1111:しており、13111:紀代に廃策、}埋

没していたものでその徽築年代は12世紀代に遡ることも号えられる。

v WI 5 G 1206ifW{地の小 ~I:核地面に憐築された S B 1150、5E 1166、1169、1172とこれと構造

的に1，，1じ5B 1151、1152、SE 1167， 1168、1174、1177，1178、501186、5X 1202--

1205がこの時期に人る 総柱の掘立柱建物跡、 )i形の)1:側瓜跡のある)1:1i跡、必制りか1'1

Jf~111J物をJfU，iをしたとみられる円形鋸り方のJt-戸跡、 焼 I:ill械などで、 Irou関係があること

から 、 さらに小JUIに細分可能である。 年代的には中 Ilt~民地と II~時かそれ以降であるが、 珠

洲系陶総JVJUIのものがみとめられないことから、1311そ紀代いっぱいで14111:紀まで降ること

はないむのとJ7・えられる。

05 A 1142区画施股(柱列塀 ・材木塀)布掘り港について

III JUIII、'j:JUIT<分される 5A 1142 ，((í帰り併は 、 今次の訓Eでは l十i~ヒ約25 m にわたって倹111 している。

In，{f)立の第57次訓伐ではさらにけJに7m延びていることが鍛認されているが、それ以lyjでは削干の

ため-1';191となっている。ただし、これと }J向が・致する 5B 1130t!li u:純ill物跡がlyj約20mに仲:れし

ていることから、さらにl討に延長される可能性がある。また、これまでの鵜ノ木地1)(:の訓代結民で

は、都30次訓代で5Atl14、500とした 5A 1l42と万向の-飲する性出跡のある拘i-hll り r.Viをみ;次.JI~ff. 

地の州側で6'6:，ほしている この拘i-U1lり併は北で1((lllにw:にIUIがり 、5A414とA統することが号え

られる のi制り I.Viのlベ1111;する範聞は狭いSA414でw:西約57m、広い 5A5∞で京両約69mとなり 、

12mのt:H隔を午.じている 3

この点州約57--69mのlメ:IIIIIのほぼ中央にはSB487、488とした市似する21111x 3IHIに阿IflI踊iの堂

胤の制収杭ill物跡が位附している。建物跡は鵜ノ木地T<il!物群ortiに分mされ、北で両に約15
0

liij 

後桜れる特徴をもち、5A414の)j(なとほぼ一致する。このことから1.. {lllIiJ.札没はこの組物跡に付随

するもので、建物)j似の・飲するw:南のSB 1130をも内に取り 11"むものと J7えられる。l白川内の小

心的な吹胤の他物跡については、もう少し検討が必要であるが、111JUIの年代が 9111:紀11'柴から後、r，

の{I:.代が貯え られることから、Jミj長7{f. (840)の大地i).Eで倒j梨したと，lc録されている rVLI ;，:正午、

VLII:';Uけの II~illに|共IÆする他物跡の吋能性がでてきている。 なお、 以 lìíjからも鵬ノ木地lメ.からは

r S' J r 1: ，1" J の!，l，~ ，If.の11¥ 1:数が多かったが、今次のふI.JJ主でも 5....，~ほど 11¥ 1:している。

2) 第59次調査の検出遭備について

政Ii'の州側、焼山地|刈こ訓ftl之を設定した本次調丘では、狭い範聞であったものの側、i:性他物跡

がほぼ令:体訓伐以内に人る状態で倹IHされた。

.JI4 f.f. :W浜地の川辺はII({拘130年代の|時~.. 1ぷ1丘結果ではftfoH跡とされた挽tlな役生l!物跡ゃ怪火{l:/，l;跡な

どを倹1I1している

制1主十till物跡は*1/可2t:1J ・ 1匂~t51:11、必西 31111• 1Ý4~t 7 t: Hの打~Ii跡としたけi北N! と、見ú均i 5 t:a・
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f旬北3問(後の調査で 2聞に訂正)の櫓跡とした東西棟の 3様である。

その後昭和52年、納跡とした地区の再調査が第21次調査として実施され、ここでも竪穴住民跡と

点西2間 ・南北6問の南北線のSB314掘立柱建物跡を検出している。

ノド次調査でも重複する状態で 3 お~の南北僚の掘立柱建物跡を検出しており、 3 練の建物跡を新し

いII~lに慨観してみると以下のようになる。

S B 1207 :梁間2問(柱r:a隔3.3m)、桁行6間以上(柱11:1隔3.3m)、建物方位N3
0 

E、3nllごと

に間仕切りが人り、この間仕切り位置から推定すると 9問かそれ以上の長大な控物と

なる。北提問の柱3ゐ;を除きt友き取りがあり、』友き取り哩土には炭化物が多量に人る。

S B 1208 :梁間2問(柱間隔3.0m)、桁行5間(柱間隔3.0m)、建物万位N3
0 

E、柱掘り }iには

抜き取りがあり、鋭化物が多f立に入る。

S B 1209 :梁間31UJ(柱II¥J隔2.4m)、桁行 71日l以上(位IHl隔2.4m)、総住建物であるため 711¥Jの吋

能性がある。ill物万伎はほぼ其北、北梁I:Ilの住4本を除き按き取りがある。

この結果、焼山地区では現伝のところ東西棟が 1棟、 I釘北僚が 6機存在することが確認された。

このうち、側柱のみの建物跡が 5棟、総柱建物が 2練である。南北棟建物は一辺 1--1.5mの大き

な柱掘り方を伴うもので、南北 5tHlが2練、6聞が 1練、 71Hlが l棟、7間以上と考えられるもの

が2棟である。建物方位はほぼ点北のものと、わずかに綴れるものがあり、この 7t!1!が同時に存住

したものではなく、本次の訓ftにより舷低3時期の変越があることが確認された。

これら建物跡の性格、配(，YI~、脱棋の数値については、 I削:?制ff.地区の再調査も合め、今後のふ!4-ft

を待たなければならないが、現イE南北に長大な建物が集中するこの地区は国営調査結民の介雌跡と

いう結論も含め、西方の実務官筒ブロックとして位抗づけられるものと考えられる。年代的には今

次調ff.の最も古いSB 1209の制り }j埋上から瓦片が出七しており 、凪営調査でも須忠器、瓦)tの出

kが報告されていることから、これら主主物跡に限れば811t紀前、ドの創建に伴うものは無いものと考

えられる。 しかし、第21次調伐のSB314建物跡の柱銅り }j地 kからは、遺物の出 tがないことか

ら、このill物に関してはfillill時の可能性がある。いずれにしても今後の調査で西方官何ブロ ックの

成立時期と変遷についてIYlu{1iにしてゆかねばならない。

持1:平成元年、間二年秋田減跡発掘調従概報 秋岡市教行委n会 1ωo、1991

;t:2: r大宰府出土の輸入中同陶磁慌について」横田R治郎 ・必田勉 『九州歴史資料館研究論集』

1978 

，tt:3: rH本海域の土器 ・陶総Jパド世編 古岡康暢六興111版 1989

i註4: 向上
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V 第39次発掘調査出土木製遺物

ここで述べる木製造物は、昭和59年4月から 7月まで実施 した第39次調査で出土したもので、き整

理、保存処理日程の都合から未報告となっていたものである。

第39次調査地は、東外郭の中央部外側で沼沢跡の北岸部が検出されている。この沼沢跡は北方約

100 mに位置する空紫沼に達する沢頭にあたり、これがある時期に飛砂によって塞き止められ福沢

化したと推定される。埋土の下回からは縄文中期末葉の遺物が出土している。

沼沢跡を覆う整地は 2枚認められた。整地 Iは中世陶器tを含み、その年代は珠洲系中世陶器の編

年によれば、法住寺3号窯II群土器と類似することから13世紀頃を中心とする年代が考えられる。

スクモ陪の上面を覆う整地IIは、須恵器、土師器、赤褐色土器等が出土し、赤褐色土器の古いタイ

プが含まれないことから 9世紀後半以降と考えられる。

木製遺物の年代は、共伴した多くの土穏等から整地Hときわめて近い 9世紀後半頃中心と考えら

れる。

なお、招沢跡埋土の出土遺物の詳細については 『秋岡城跡発掘調査慨報』昭和54年度、同59年度

報告替を参照されたい。

0挽物 (第98・99図・図版54・55)

1.......7は浅く器肉の薄い縦台のilllで、いずれもロクロ爪痕跡は認められない。 8.......12は台付の皿

であるが、内考IJりを行わない擬高台である。 9は休部が立ち上がるが、8、10.......12は立ち上がりの

ほとんどない扇平な皿である。 8、11はロクロ爪痕跡が認められる。13.......15は擬高台の椀である。

14はロクロ爪痕跡が認められる。

0幽物蓋 (第99図 ・図版55)

16は蓋板の周縁に低い段を巡らして、側板を桜樺皮によって4ヶ所で結合した蓋である。

O幽物産板 (第99図)

17は側面に 5ヶ所の木釘痕跡の認められる底板である。18は側板である。

O漆塗製品 (第100図 ・図版55)

19.......21は浅い黒漆塗りの血である。20、21は木賞者11が腐食し漆膜のみが泣存している。

O祭杷遺物 (第101.......104図 ・図版56・57)

22.......29は人形である。22は36cm以上の大型で頭上に冠状のかぶり物を表現する切り込みがある。

26、29は盤哲で顔、29は頭上にかぶり物を摘いている。30は馬形であるが下腹部にゆを差し込む穴

は認められない。31は木札で上部中央に小孔を穿っているが量密等は認められなし、。勧請札のよう

なものであろうか。32、33は矢羽状製品で、人形等の周辺で検出されている。39、40も矢羽状製品
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第98図 39次出土木製品
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と考えられる。41---135は斎場頬である。41---49は上部と中間部の 2ヶ所を締くし、更に両側面に

5回以上の細かい切り込みを施し、ささくれ状を作りだしている。また上端部は板と平行方向か直

行方向に割りを入れている。なお、先端部は欠損しているが尖っているものと考えられる。 50---

114は上端部を圭頭、下端部を尖らせたもので、その大部分は上端部に割りを入れている。形態と

しては縁状と;板状が認められ、長さは最大が7lcm以上、先立小が10cmであるが、製作に当つては長さ

に規格性が認められる。 115---135は上端部が平坦か丸味を持ち大部分に訓りが入る。掠状と板状の

むのが認められる。

O下駄 (第105図 ・図版57)

136は細身の連歯下駄である。鼻緒前査が欠損している。

O題簸 (第105図 ・図版57)

137は題鎮である。

0木針状木製品 (第105図 ・図版57)

138は上部に凸f絡を作りだした断面が円形の棒状を呈する木針状のものである。

O不明木製品 (第105図 ・図版57)

139は中央部に小孔を穿った用途不明の箆状を呈する木製品である。

O箸 (第105図 ・図版57)

140---142は両端を細く削りだした箸である。
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VI 第54次発掘調査出土木製遺物

抑54次調査は、秋田滅跡の点外郭中央部で平成元 ・2年度の 2ヶ年継続して実施した。その結果、

外邦*門とそれに取り付く築地跡、倒立柱建物跡、 聾穴住J，!i跡~多数の遺構と ともに、 築地構築l時

の紡上保掘跡である土取り穴が検出された。土取り穴は市北約20m、東西約15m、深さ約7.5m(現

地炎面から)の不整形を呈し、基盤屈が保水性のある紡質上(寺内問)のため招地化したことから、

木製遺物が遺存したものである。

上取り穴寝土からは、生前用品や祭記具としての木製遺物と3∞点を越える木簡、 30点以上の漆

紙文，Il、上提等が多量に出 tしている。

これらの木製品は、創建築地(733)の士取り穴最下府や「延府卜年J. r延府十阿年 J!銘の木問、

天、F宝下年間の漆紙文辻?とJt{学していることから上限は八Ilt紀第2四半期、下限は八世紀郡4阿半

期頃の遺物と考えられる。

このように多量の遺物が出上したことから、整理期間の都合で上器等の遺物については、その節

度続報で述べ、木簡や漆紙文乃については『秩回城出上文字資料集日』として平成3年度に、そし

て木製造物については、今年度の概報で報告することにしたものである。

0挽物 (第106・107図 ・図版58)

1 .......10は浅い無台の皿で、Ac取りは縦木取りである。外面庇ffi;はJ;'ii縁までロクロ挽き、取りはず

し:後は削りで器面調整を施している。11、12は台付きの皿で、木取りは縦木取りである。11は擬向

台、 12は台部から内側に 2cm縫I~までロクロ挽きをし、 取りはずし後は削りで器画調整をBをしてい

るが、ロクロ爪痕跡がわずかに遺存している。

O~J物 (第107・108図 ・刷版59)

14は蹄肉の厚い鉢状で、木取りは縦木取りである。内而は比較的mらかで、はつり痕跡はあまり

lりJ6濯ではないが内面は約51而くらいにI面取りされているとJ7えられる。約 5分の lほどの遺作状況

である。15は厚ぼったい腕状の守IJ物である。内外面ともはつり ・削り痕跡が明瞭である。16は桝で

ある。内外面ともはつり痕跡が明瞭で厚ぼったい。外面は稜線が隅丸を呈し、安定性が思い。また

内由.の一辺が緩く傾斜しているのは、計量物の廃出を容易にするためであろうか。水による計岱の

結果、約7∞ccの容赴である。なお本遺物は土取り穴の舷下肘から出上しており、fi1J建に近い所産

と与えられる。

O容器董 (第108図 ・図版59)

17.......24は中央に穴を穿ったず手慌の益と考えられるが、I!i.r..{との|対係も考えられる。17は)JJ移の穴

である。20、22は幽物の峰、23はl鈎物の底板を転用したものである。21、24は小型の長である。
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O幽物 (第109・110図 ・図版59・60)

30、33、34を除き底板は欠損。大きさから 4種類に大別できる。Aは12---13cmで31、33、Bは14

---l6cmで28---30、34、Cは17cmで27、Dは20---22cmで25、26である。26、30は下部に一重の簸をま

わす。35、36は土庄のために伸びきったもので側板に柄の小孔が穿たれていることから柄杓と考え

られる。37は底板に木釘が認められることから幽物柄杓、38はその柄と考えられるが同一個体か否

かは不明である。

O幽物底板 (第110・111図 ・図版61)

39が10ケ所、 42が4ケ所、 43が2ケ所の木釘が認められる。

O幽物蓋 (第111・112図 ・図版61)

46、48---51は側板が欠損している。蓋板はすべて周縁に低い段をめぐらし、側板は桜樺皮によっ

て4ケ所で結合されている。

O方形幽物 (第112図 ・図版61)

52は隅丸方形あるいは精円形の曲物と考えられる。53は1辺に切り込みをいれて作り出している

が左右異形である。降皮および痕跡が直線的に 4ケ所で認められる。

O~塗り製品及ひe漆工具 (第113図 ・図版61・62)

54は上げ底風の台がついた大肌であるが、埋没時の土庄で全体がいびつである。外商は台端部ま

でロクロ挽きし、取りはずし後は底部を粗く削りだしている。55は無台の大皿である。外面底部は

ロクロ爪付近まで挽きだし、取りはずし後は削り調整を施している。54、55ともに内外面黒捺塗り

仕上げであるが、見込みに無数の刃物痕跡が認められる。56は無台の大肌で木取りは縦木取りであ

る。内面のみ黒漆塗りであるが!/dJ洛が著しい。見込みに無数の刃物痕跡が認められる。

57は内面のみに黒漆塗りを施した椀である。底部に 「手IJC口Jの刻字が認められる。58は薄手の

小皿で、内外面とも光沢のある黒漆塗りである。59は擬高台の椀である。内外面ともに黒漆塗りで

あるが大部分が剥落している。60、61は幽物底板である。60、61は内面のみ黒漆塗りで、60は無数

の刃物痕跡が認められ、中央部の漆の剥落が著しい。62は漆塗り周の刷毛である。漆で固まった毛

は遺存状態が良好である。箆状に削りだした先端を割って宅を挟み込んでいる。63は襲状の植物繊

維を 1cm""_1.5cm程の束にしたものをやや細目の同じような植物繊維で編んだ製品に漆が染み込ん

だ(染み込ませた)ものであるが、小片のため形態用途は不明である。64は半分にちぎれた漆のしぼ

り布である。麻布と考えられるが未鑑定である。

0下駄 (第114・115図 ・図版62・63)

66は明確な連歯下駄であるが、 67，..，_69については、元来あった歯が欠けたものを継続使用したも

のと考えられ、67は後部に、 68はl前部に歯の痕跡が認められる。69は前 ・後端が著しく磨り減って

いる。65は衷の鼻緒前賓と後輩の問をわずかに削りだしている。70、71は元来歯がない平板と考え

られる。平面形は65、67は小判型、 66、68、70は前、後端部が半円形、69、71は隅丸方形を皇する。
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鼻緒前査は中央より内側によるものが多く 67、71は顕著である。69は焼けた痕跡が認められ、よる緒

査の平面形はやや隅丸状を呈する。

0模 (第115・図版63)

72は肉淳、73はやや薄手の棋である。

O杓子・箆 (第115図)

74は杓子、75、76は箆である。

O木針 (第115岡 ・図版63)

n.......81は中央部から少し寄った場所に崎円形の穴を穿った木針と考えられる。

O勿状木製品 (第115図 ・図版63)

82は上端が下端より少し幅広く 、各辺を面取りし両面を滑らかに仕上げた務板で、勿と考えられ

る。槍扇来製品とも考えられるが長さ、幅ともやや異なる。

O;M状木製品 (第115図)

83の板片は緩い弧を摘き、両側面は中心部に向かつてI商取りされている。 しかし外耐には錨等の

痕跡は認められなし、。

0万子鞘 (第115図・図版63)

84~90は万子鞘である。 84は刀身部を考IJ り抜いた 2 枚の板を細い繊維によ って 4 ケ所で巻いて接

着している。明尻部は製作段階から内部が見えるような削りがなされているが、意識的な造作では

なく単なる削りすぎと考えられる。 84~87は板の合せ自がわからない程精巧な作りである。

O槽扇 (第116図 ・図版64)

91~96は槍扇である 。 91は骨の先端部が広く 、 要部が狭くなった務板 6 枚一組を木鋲で止めてい

る。先端部での綴紐周の小孔は認められない。扇端部'白・の中央よ りやや上方に 「鷹取」の縫占が認

められる。 92~94は要部に一個、 先端に近い部分にニ個の小穴を穿った給扇で、 先 ・ 下端部は半円

形に面とりしている。95は踊端部の一枚と考えられる。

0定規状木製品 (第116図・図版64)

97~102は側面に切り込みを入れた木製品である。 102は短部が 7~8cm、 長い部分が25cmに切り

込みを入れている。両端が面取りされていることから完成品と考えられるが、これが完成品かある

いは、 これを分断した97~98がそろであるのかは不明である。 材質は竪く 、 広葉樹と考えられ木簡

等盤刊には適さない材質と思われる。

O櫛 (第116図 ・図版64)

103は硫櫛である。

0火鏑臼 (第116図 ・図版64)

104は3ケ所に使用痕跡がある。

O桜様皮 (第116図 ・図版64)
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105は1111物用に採取されたと思われる未使用の桜陣皮である。

O縄状植物繊維 (第116凶・ 図版64)

106、107は細い般物繊総を縄状に束ねた断片である。

O斎$ (抑117・118凶 ・図版64・65)

108、109は頭部を毛頭に し、両側面から切り込みを人れ頚部を作り出したその部分から下方向に

向けて10数ケ所の切り込みを入れささくれ状にした斎取で、下端部は尖せている。110、111は頭部

を圭顕にし、少し下の両側繭に間耐を聞けて上方向から上下2段に切り込みを入れている。 112は

幅広球阪の頭部を主語nにし、上方向から両側面に 3ケ所の小さな切り込みを入れている。113、114

は112より小型で切り込みは下方向から入れている。 1ω、111を勝き、いずれも上端に割りを施す。

115-127は板あるいは持状の材を頭部を主頭、下鵡を尖せ、また上端部は割り を施す。128は上 ・

下部を削り調整を施す。129、130は副部をほぼ半円形に盤形し、その下方両側面に 2-3段の切り

込みを人れ、下端は尖らせている。131-134は、上下部を斜め万向に削りだしたものである。135、

136は両側面を斜め方向に切断して三等辺三角形状を日するものである。 137、142は搾状で上下端

を尖せたものである。143、151は頭部を平担に面取りした板 ・体状で、下端は尖せている。

O各種祭各種杷具 (第118図 ・図版65・66)

152は舟型を木簡に転用したもので、舟底部に fx予 矢田部小!J.Uの墨書が認められる。153は

頭をややド向きに左に向け、 左前足を上げ、馬体に斑班点を儲いた政[.(!~である。 154、 155は馬形で

ある。156は木簡を塁手性に転用したもので、一面には
(ff.) 

「口容作
x (1lY.) x 
口仁コ J

他の 1面には 「 亡口
〔為.)

×偽観口×

仁コ J 

の迅，'fがある。157は刀形である。158-161は銭形である。158、159については箆状製品とも考え

られるが、平坦部の端部が尖っていることから銭形とJ7えた。162は陽物状を呈する。

0棒 ・桓状木製品 (第119凶 ・図版66)

163-170は上下端部を予胞にした持状製品である。168は一端を切り込み、他端を斜めに切断し

ている いずれも用途不明である。 171、172は板状を巴する。 171は一端を両面から削っており、

棋ともJ7えられる。

0箸 (抑119図 ・図版66)

字干は本調査地から多数出上しているが、ここにはその一部を図示した。173-185は長さの累三なる

容である。訟も出土置が多い警は17.2cm........17 .5cmの長さである。

O木鍾 (抑120図 ・閃版66)

186........191は中央部を向IJりl目めた木錘である。

Oロクロ具 (第120凶 ・凶版66)
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192は中心部に小孔が貫通し、一面の十字方向の端部に 4伺のロクロ爪痕跡が遺存するものであ

る。

O不明木製品 (抗121図 ・図版66・67)

193.......206までは材の一部に小孔が穿たれているものである。193は板の長軸の両サイドに 7個の

小孔を対称的に穿ったものである。194は仮の中軸上に沿って2個の小孔を穿ったもので、磨り減っ

た様子からn在鈎とJ7えられる。195は中心に小孔を穿ったもの、 196は欠如しており詳細は不明だ

が上部お端と下部&端に小孔を穿っている。 197は一方の右側に、 198、199は上部中軸上に小孔を

穿っているが、 199は小孔の上下に凹みがあり、他の材が組み合うものと考えられる。2∞は円形、

201は万形の孔が苦手たれている。 202は上端部に円形の切り込みがある。205は障の中心部に小孔を

穿っている。207は長方形の比較的厚みのある材の側面を明り絞き、t下部に切り込みを入れたも

ので、使川中に縦万向に割れたものと考えられる。 210も同用途と考えられる。209は水量|・か栓と考

えられる。211は4凶i体の 3而に 5・3・5の刻みを入れた算木状の製品である。212は祭配共か。

213、214は人形状そMする。 217は両端を丸く面取りし、上部に小さい切り込みを人れている。218

は一端を丸く、 219は万形の箆状を呈する。 220は台形状の切り込みがある。221は長方形の板、 222

は一端を削り部い模状を呈する。223は丸鯵の先端を尖らせている。224、225は分厚い、 227は務手

告霊 霊ヨ
ミ戸 「二ームーブ-~

旦Jょでご6)

239( 5 -689) 

238( 5ー侃8)

部122図 54次出土木製品 @240( 5 -690) 
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第125図 54次出土木製品



256( 5ー706)
257( 5 -707) 

第126図 54次出土木製品 f ・・ p 

の万形材である。224は刃物痕跡が一定方向に認められる。226は分厚い円形材である。228は角を

面取りし、 一辺に凸部を作りだしている。229は建築部材と与えられる。231は粗削りされ、他端は

欠臥している。232は上下端を平坦にし、八角形に面取りしている。235は製品を作った際の木端か。

O部材 (第122図 ・図版67)

236は拷状の両端に方形の穴を穿ち、一方には短い止め具と忠われる部材が挿入されている。237

は箱物の部材と思われる。238、239は側面に斜め方向の切り込みを入れている。240は容慌の柄と

思われる。236は机等の脚部の一部と37えられる。242は円柱の上面に欠損した凸部が認められる。

O鋤 (第123・124図 ・図版68)

243--247は鋤である。244は把'Fの外側面に切り込みが認められる。

O鍬 (第124図 ・図版69)

248は鍬の身部である。柄穴の刃先側が斜方向に作りだされている。柄は出土していない。

O箆 (第124図 ・図版69)
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249は大型の箆である。

O杭 (第124図)

250は先端を尖らせた杭である。

O横槌 (第125図 ・図版69・70)

251、252は柄と身部を明確に作りだした断面円形の槌である。253は断面が隅丸方形で一面に方

形の凹みを作るが、この用途は不明である。254、255は柄が長く、柄部と身部を明確に作りださな

い形態である。

0田下駄状製品 (第126図 ・図版70)

256、257は一端を平坦にし、そのやや下方にくびれ部を作り 、他端をやや尖った半円形にした田

下駄状を呈するが、鼻緒査がなく来製品と考えられる。

O部材 (第127図 ・図版71)

258は一端が幅広くなり 、中央より少し上に四角の納穴が認められる。全体に薄手であることか

ら農具等の部材と考えられる。259----261は厚手の板で上下部に四角の納穴、262は輔の異なる継ぎ

手の蹄が2ヶ所あることから机、台脚の部材と考えられる。



V 秋田城跡58次発掘調査で出土した動物遺体

国立歴史民俗博物館 何本控弘

秋田城跡都58次調査のSE 1171)F戸跡埋土より出土した動物遺体のう ち、比較的保存状態の良い

4点が1tお・のところにhliけられた。それらは、表面が剥離しつつあり 、ピピアナイトの付若によっ

てかろうじて消失するのを免れた遺体であった。 その内容は、庄太腿1'j' ・ んて}陀1'1' ・ }i.偵 ~1il' ・ 腰椛で

あり、すべてウシのJぷ!秩のfl'であった。大腿骨は、近位il!iが少し破出していたが、ほぽ全体が技っ

ていた。!陀'fl-は1"lIrJ$t.I、ら述・位il!1が欠mしていた。計d!IJ値を示したが、大きさからみてこれらの4

点は同一例体のものと忠われる。古代 ・中t!tのウシとしてはかなり大きいものである。秋山城跡で

ては、この 4l.'.(以外にも動物の'~l'が出土しているので、 それらの資料も加えて、 改めて，論じること

としfこし、。

ウシの竹の計測他(単位mm)

1. 左大腿什 ~îi:大長 323.0::!:: 遠位部11幅 96.0土

2.左腔1'1" 製作長 283.0 近位il!i幅 95.2土

3.左距1'1' あt大長 66.3 前部幅 45.0 

4.腰縦 継体長 59.5
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E 1171井戸跡出土牛骨

1 .左大腿骨 2.左肝骨 3.左距竹 4.腰椎



秋田城跡環境整備事業

1.平成4年度の整備(縫ノ木地区第一次10ヶ年計画)

平成4年度の整備は、平成3年度まで整備した鵜ノ木地区の阿端地を対象とした。

本地区は大部分、鵜ノ木地区で4削iiiの対象としている六代の遺構が検出されてない地域であった

ため、占代の遺構があるところまでは遺構面復元のための慌ヒを行い、その他についてはJ_.，;布地境

界との!日jでスリツケとすることとした。本地区は、表示すべき遺構がないこと、整備基本計IIIijにお

いて原風対の復元を基調と佼位付けていることからその一環として合代木の実園の造成を行うこと

とした。また、これを機会に地区全体の植栽計画、休養施設の配位計画の見直しを行った。

1 ) 整備内容

環度復元の一環として占代水の~幽を造成し、 トチ、カヤ、ナツメ 、悔、アケビ、オニグルミの

舶~を行った。 また、 継続してilEm している玉石プロック (L=0.6m、32k<}jケ)は、G'Lからの

立ち上がり が1C比mと目立つため、川jJjに下A(を植栽し立ち上がりをよLせないこととした。本地区の

同時は、ヤ?理用園路と位位付けており 、その末端の処理(唱!日lし)として闘路の終点に植生ブロック

(225X225 Xぬm ・ 空隙~34\)を設慨し、周囲の芝と一体化させることをねらいとした。 また、休

』主総設として野外卓 3JJi、縁台(1.8x1.8m)2基を円除概の下に投位することとした。この紋台に

っていは、平成2年度でもjド}i躍陪広場のところに設{位したところ、テープルやベソチとしての機

能はもちろん粍技用など多様な使われJJをしており好評であったため、再度使用することとした。

」ンJçの慨~は次の通りである。

実施地区

実施面続

鵜ノ木地区(抑4JtJl工'J'C)

2，060m' 総'J~;良質 20，∞0千円

.仁 範 細 日 数 f注 金 額 蜘 35・

!敵地造成工 上 工 l式 4，663 切土42m'・盛 1:1，420m'(赤七 ・山砂)

同 路 法鹿工 68m' 105 法面整形、ワラ芝

広場工 排水工 1式 2，716 l加型U型側I陶4m ・ 紙I~IJイヲ満78m ・ 玉石ブロック 149m 他

路面工 211m' 臼5 砕石舗装(路盤C-4∞.1mJ手・p.陪0.05厚)・8自生プロ γクωm'

修 JhR、. 布自殺 E 1^ 867 トチ、カヤ、ナツメ、アケビ、オニグルミ、他ド水

施設工 芝 工 1，7∞附 233 種子吹き付け

日陰搬 1式 471 4.5x5.6m 

休 j主総 i世 ベ γ チ 1式 1，619 野外卓3)Ji.緑台2M;.ウッドブロック10m'

給水設。lij 1式 930 水飲み台1)，~ ・ ポリエチレソ特 ø =110m 

lfl接工事費計 12，249千円



縁 台 ブロ ック (植栽後)
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図版 2 上 ・第58次調査東側上層遺構全長(北から)

下 ・第58次調査東側下層進構全景(西から)

-12ひー



B 1150建物跡
D 1186溝跡 (東から )

B 1150建物跡
帰り方断

図版 3

‘ 



S B 1146建物跡 (南から )

S B 1146建物跡
掘り方断面

図版 4



S B 1147建物跡
K1189土墳跡 (南から )

S B 1147建物跡
掘り方断面

図版5



B 1149建物跡 (南から )

B 1149建物跡
搬り方断面

図版 6



図版 7 上 ・S1 1153竪穴住居跡 (南から )
下 .S 1 1154， S 1 1155， S 1 1156竪穴住居跡 (南から )



図版 8 上 ・ から)
から)

-126-



図版 9 上 ・S1 1159竪穴住居跡 (西から )
下 ・S1 1160， S 1 1161竪穴住居跡 (西から )



図版10
下 ・

1跡 (西から )
跡 (南から )
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S 1 1160カマド

S 1 1161カマド

1 1162カマド

S 1 1157カマド

図版11



S 1 1164カマド

1 1165カマド

図版12



図版13 上 ・S1 1165竪穴住居跡 (西から )
下 .S 1 1136竪穴住居跡 (北から )



図版14 上 ・S1 11 37 ~ 
下 .S E 1166， 
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図版15

S E 1168井戸跡
(南から )

S E 1169井戸跡

S K 1193土壌
(東から )

S E 1171井戸跡 (南から )



図版16 上 ・SE 1171井戸跡牛骨出土状況(西から)
下 .SE1171井戸跡曲物井筒
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図版17 上 ・ E 1172， S E 1173井戸跡 (西から )
E 11 74， S E 1175井戸跡 (南から )
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図版18 上 ・SE 1176井側出土状況 (南から )

E 1176井戸跡 (南から )
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図版19 上 ・SE 11 77， S E 11 78井戸跡 (南から )
下 .S A 1142布掘り講 (南から )
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図版20 上 ・SA 1179柱列(南から)
1179柱列帰り方断
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図版21 上 .S A 1182柱列 (南から )
下 .S A 1182柱列明り方断面
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SK1191t.旗

S K 1192 t旗

S K 11981:機

図版22
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図版24 上 . *側調先区北限*~
マ・東側調査区東主主南

断面 (S G 1206土層堆積状況)(南から )
断面 (S G 1206土層堆積状況)(西から )



図版25 上 ・第59次調査遺構全景 (北から )
B 1207建物跡 (北から )



S B 1207建物
掘り方断面図

(間仕切り掘り方)

図版26



S B 1208. S B 1209建物跡

S B 1208建物跡
掘り方断

図版27
p
h
U
 

4
H
1
 



S B 1208. S B 1209建物跡
掘り方断面(重複)

S B 1209建物跡
掘り方断

図版28



図版29

B 1209建物跡
掘り方断

1 1210竪穴住居跡
X12日焼土泣構
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